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大学の 目 的達成のために図書舘の改善にカをいた
してもらいたく， 薬学部 村上清造・H・H・－－－－

追 録
山岳部学生の遭難…...…

白雪の剣峯を 視つめて

万感迫る大雪の新春

梅 原 真 隆

北国にもめずらしい大雪に埋れながら ， 昭和 35年をおく
り昭和36年を迎えた。 わが富山大学としては悲痛な新しい
記録を刻みつけることになった。歳末の28日に赤谷山の山
頂に登った山岳部の精鋭の消息がわからないことになった
のである。正月 元 日夜には第一次の救援隊が出発し． 連日
救援隊が増発されて . 5日まで第5次の救援隊が出発した
5日には自衛隊のヘリコプターニ機が出動して赤谷山上空

を飛行してくれた。全力をつくして救援につとめたが 5 
日の午後， 赤谷山の頂上雪洞から遭難のニ遺体とその遺品
を発見， ああ． 他の4名も遭難したことは推察される。 ま
ことに悲しみの極みである。

救援隊は遺体の捜索のために極力たちはたらいたが． 積
雪のために前進されない。 そこで． 1 月1 4日は林山岳部長
を隊長としては24名の強力な捜索隊を編成して， 積雪の山
頂に遺体を探索することになった。 芦併のガイド1 5名の協
力してくださったことも未曽有の記録である。

今 tl 1 9日は快く晴れたので． 捜索隊は赤谷山頂に挙ち登
ったかも知れない． せめては 6名の遺体なりとも完全にお
さめたいものであると， 銀のようにかがやく雪の山脈を学
長室の窓から望みながらいのりつづけているO

わが富山大学山岳部はこれまで縦横にItアルアスを抜渉
してすく’れた成績をあげ， 1 名の犠牲者も出さなかった。
乙のかがやかしい史実は周到なL夫と綿密な研究に裏づけ
られ， 気だかい生命と誠実な精進によって織なされていた
のである。 これはわが富山大学のほこりとしていたところ
である。 こうした伝統を有っているだけに ， このたびの遭
難はとりわけて悲痛である。 われらは厳かに自己反省、に専
念しているc誠実に検討をかさねている。 表し ， 将来の登
山者に対して何ほどか寄与することを得ると認めたときは
卒直に表明したいともかんがえている。
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関 係 法 令

法 律
第1 50 号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を

改正する法律 35. 1 2 . 22官報
第1 68号 昭和36年分の給与所得等に対する所得税の源

泉徴収の臨時特例に関する法律
35 .1 2.26 官報 号外
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第258 号 放射性同位元素等による放射線障害の防止に ｜ 大蔵第21 9 号 出納官吏事務規程第1 6条に規程する外国
関する法律の一部を改正する法律の施行期日
を定める政令 35 . 9 .30 官報

第259 号 放射性同位元素等による放射線障害の防止に
関する法律施行令 35 . 9 .  30 // 

第28 3号 私立学校法施行令の一部を改正する政令
35 . 1 1 .  5 // 

第31 4 号 昭和 3 6年分の給与所得等に対する所得税の源
泉徴収の臨時特例に関する政令

35 .1 2 .2 6官報号外
令

通産第98号 アルコ－；レ売捌規則の一部を改Eす省令
35 . 9 30 官報号外

大蔵第60号 所得税法令指行細則の一部を改正する省令
35 .1 0 .  1 官報

文部第1 6号 学校教育法施行規則の一部を改正する省令
35 . 1 0 .  1 5  // 

。 第1 7号 私立学校法施行規則の一部を改正する省令
35 . 1 1 .  5 // 

大蔵第65号 物品税法施行細則の一部を改正するもー令
35 1 2 .2 7ク

。 第66号 国家公務員共済組合法泊行規則の一部を改
正する省令 35. 1 2 .  28 // 

令

貨幣換算率を定める告示の一部を改正す
る件 35 . 9 .30 官報

科学技術庁第22号 放射線を放出する同位元素の数量等
を定める件 35 . 9 .30 官報号外

文部第 94 号 高等学校学習指導要領を定めた件
35 .1 0 .1 5 ヂ

。 第102 号 昭和 36年度科学研究費交付金および科学
試験研究補助金の研究計画警の提出期限
等を定める件 35 .1 1 .24 官報

。 第1 05 号 昭和 35年度学芸員資格認定実施要項を定
める件 35 . 1 2 .  1 4  // 

日本学術会議第1 号 日本学術会議会員苑去につき補充
したので、告示 35 .1 2 .l6 // 

郵政第1 0 1 2号 外国郵便為替等に適用する外国貨幣換算
割合の件の別表を改正する件

35 . 1 2 .  1 9  // 

大蔵第295 号 物品税法施行規則第1 条第1 項第3号の
規定に基づき 大蔵大臣の定める方法を
指定する等の件 35 .12 . 27 グ

。 第30 3号 出納官吏事務規程第1 6条に規定する外国
貨幣換算率を定める告示の一部を改正す
る件 35 .1 2 .28 // 

第日核燃料物質の日明る規則吋を改 l 問告
正する総理府令 35 , 9 30 官報号外 科学技術庁 放射線取扱主任者試験の施行について

第 5 6号 放射性同位元素等による放射線障害の防止に
関する法律施行規則 35 . 9 .30 。

貝U
人 事 院

35 . 1 0 .  3官報
昭和 35年度国家公務員採用初級試験第1 次
試験合格者

会計検査院第3号 会計検査院事務総局事務分業規則の 北海道地方． 東北地方 ． 東海．北陸地方．
四園地方 35 .1 0 .22 官報号外

厚 生 省 第20 回薬剤師国家試験合格者

一部改Eする規則 35 9 .22 官報
人事院 9 ー17 俸給の特別調整額の一部を改正する規則

35 .1 0 .21  // 

。 9 -32 俸給の支給定日の特例 35 . 1 1  1 9  // 

// 1 -4 現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部
を改正する規則 35 .12 .22官報号外

イ7 2- 6 人事統計報告の一部を改正する規則
35 , 1 2  .22 ペ？

ノク 9 - 2 俸給の適用範囲の一部を改正する規則
35 .1 2 .22 。

庁 9 - 7 俸給等の支給の一部を改正する規則
35 . 1 2 .12 。

。 9 - 8 初任給 ， 昇格． 昇給等の基準の一部を改
正する規則 35 .1 2 .22 // 

。 9 -22 暫定手当の一部を改正する規則
35 .12 .22 。

// 9 -33 職務の等級の最高の号俸又は最高の号俸
をこえる俸給月 割を受ける職員の俸給の
切替え等 35 .1 2 .22 // 

。 第1 9 回薬剤師国家試験の施行
35 . 1 0 .25 官報

35 .1 0 .27 // 

人 事 院 昭和 35年度国家公務員採用初級試験合格者
北海道地方 ． 東北地方， 関東． 甲信越地
方， 東海， 北陸地方 ， 近畿地方 ． 中園地
方． 四園地方 ． 九州地方

35 .1 2 .1 2 官報号外
内 閣 昭和35年度第1 .4 半期における予算使用の

状況報 告 35 .1 2 .1 4 官報
人 事 院 昭和 35年度国家公務員採用中級試験第1次

試験合格者 35 . 1 2 .  1 7  // 

// 一般職の職員の給与に関する法律等に定め
る人事院の権限及び所掌事務の一部の委任
に関し決定した件（人事院公示第5号）

35 , 1 2 .22 官報号外
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昭和36年1月1日

通 達
O文部省所管旅費規則 （昭和25年文部省司ii令）の一部を

改正する訓令 (35 10. 6文会総第8 0 6 号）
O昭和35年秋季火災予防運動実施について

(35.10.27国会第193 号）
O衆議院議員の総選挙等に際し， 職員の政治的行為の禁

止または制限に関する違反の防止について
(35.1 1 .  4文人審第1 55 号）

O職員の訓告に関する規程（昭和35年文部省訓令）の制
定について (35, 1 1 .  10文人審第1 59 号）

O年末年始における官庁新生活運動について
(35.12. 1 4国人第150 号〉

新たに組合員， 被扶養老． 被扶養者以外の子． 孫
弟妹の入学のために資金を必要とするときに貸付
を行なうようになり． 貸付限度額は， 組合員の月
収額の 2 倍までとなった。

そ の他
他の共済組合から貸付を受けている者が組合員と

なった場合には ． 返済するための資金を貸付ける
ことができるようになった。

程規内....... ・F

4. 

報

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を評議会の議を経て次のように改正す
る。

昭和35年9 月 30日
文部省共済組合貸付規則の一部改正

富山大学長 梅 原 真 隆
別表（第1 ） 中 学部「教育学部」の講座「職業第1 講座 ・

職業第2講座・職業第3講座」を「技術第l講座・技術

第2講座・技術第3講座」に改める。

附則に次の附則を加える。

附員lj （昭和35年9月30自改正）
この学員1J （改正）は昭和36年 4 月！日から実施する。

富山大学教育学部規程の一部改正

富山大学教育学部規程の一部を評議会の議を経て次のよう
に改正ずる。

昭和35年9月30日

富山大学長 梅 原
第1 条 中「（9）職業Jを「（9）技術J に改める。｜ 別表中 項「蜘）」を「（鮒イ）」に項「時）」
を「（技術ロ）」に改める。

i附員ljに次の則を加える。
附 員｜！

この規程（改正）は昭和36年4月1日から実泣する。

隆真

文部省共済組合貸付規程の一部が改正され ． 昭和35年1 1
月24日から適用される。

改正の要点は次のとおり。
住宅貸付

組合員が自己の用に供するため住宅を新築． 増築
改築，移築， 購入 ． 修理するとき ， または． 住宅
の敷地を購入， 借入するとき。
貸付限度額

申込人及びその連帯保証人となと者が ， 申込の
ときに． 受けることのできる， 国家公務員退職
手当法による退職手当と ， 国家公務員共済組合
法又は国家公務員共済組合法の長期給付に関す
る施行法による退職給付（退職年金であるとき
は． その額の 4倍） の合算額

ただし ． 合算額が ， 50万円以上の場合は50万円

，n，

 

（

 

貸付条件
。貸付額30万円までは． 抵当権の設定は委しな

（ロ）

富山大学工学部規程の一部改正

富山大学工学部規程の一部を評議会の議全経て次のように
改:i！する。

昭和35年9月30日

i JJIJ表（ 1 ）中

i i 学 科 目 ｜単位 ｜！ 学 科 目 i 宅FI �〔I ·

i

以
i l 専攻科目 ；関連科目

11
数 学I 4；工業化
i 電 気 磁 気 第1 � 2 ！＇金属工

隆富山大学長 梅 原 真
電気工学科を次のように改める。

電 気 工 学 科

し、。

O特別住宅貸付（貸付額31万円以上のもの）は
抵当権の設定を要する。

ただし，51万円以上は． 本部長が必要であ
ると認めたとき。

保証人
O貸付額20万円まで1名

0貸付額20万円をこえるときは ． その こ える部
分の20万円ごとに 1 名を加えた人数

かす

3 
3 

- 3-

結婚貸付
従来は． 組合員だけだったが， 被扶養者叉は被扶

養者以外の子，孫，弟妹まで拡げるとともに．貸付

限度額は． 組合員の月収額の2倍までとなった。

特 別貸付

？ 

3. 
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電 気 磁 気 第2
電 気磁気 演 習
電 気 回路 第 1
電 気 回路 第 21

電 気 回路 演 習
電気磁気 測 定
電 気 機 器 第1
電 気 機 器 第2
電 気 機 器 第3
電気工学 設計製図第 1
電気工学 設計製図 第2
発 電及び 変 電
送 電及び配 電
電 力 応 用
電 気 材 料！
高 電 ［王 工 学

！

法 規 及び 管 理
有 線 通 信
伝 送 工 学
無 線 通信 第1
無 線 通信 第2
応 用 電子 工 学
超高周波 工 学
電 子 管 工 蛍

電気工学 実 験第 1
電気工 学 実 験第2
電気工学 実 験第3 I 
電 気 工学 概 論 ｜
電 気 工学 特 論 ｜
卒 業 論 文 ｜
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備考電気工学 特論の 単位数は 必要に応じて 定 め る 。
別表 （ 1 ） 中 機械工学 科を次の ように改 め る 。

機 械 工 学 科

｜ 学｜ 専攻科目
材 料 力p学 第 1
材料 力学 第2
機 構 学
機 械 力 学
構 造 力 学
塑 性 学
機 械 設 計 法
精 密 機 械 設 計 法
工 業 熱 力 学
伝 動 工 学
蒸 汽 権
蒸 汽 原 動 機
内 燃 機 関
水 力 学
流 体 力 学
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備考 機械工学 特論の 単位数は 必要に応じて 定 め る 。
附則に次の 附則を加え る 。

附 則
こ の 規程（改正）は 昭和35 年1 0 月 1日'Ii• ら 実 施す る 。

富山大学固有財産取扱規程の一部改正

宮山大学 固有財産取扱規程の 一部を評議会の 議を経て 次

の ように改正す ．る 。

昭和35 年 9 月 30日

富山大学 長 梅 原 真 隆

第2条第1項中「本部（事務局及び学 生部をし、う。 ）」を

削り．同条第2項中「（本部につい て は ， 事務局長 とす る 。〉」

を削る 。
第15条， 第16条及び 第17条第 1項並び に第18条．第19条中

「て ， その 許可を受け」を削る 。

附員ljに次の 附則を加え る 。

附 則
この 規程（改正） は 昭和35 年 9 月 30日 か ら 実 施す る 。

富山大学建築委員会規程の一部改正

富山大学 建築委員会規程の 一部を評議会の 議を経て 次の

ように改正 す る 。

昭和35 年 9月初日

富山大学長 梅 原 真隆

第4条第2項中「委嘱す る 」を「命ずる 」に改め ．次の

1項を加え る 。
3 前項の 委員に欠員を生じた ときは 欠員を補充す る 。

第7条を次の ように改め． 同条を第5 条と す る 。

- 4-



報 昭和36年1 月1日

宮第7条 学長は 必要に応じ本 学職 員中から臨時委員を 命ず

る こ とができる 。

第6条を次の ように改め る 。

第6条 第4条第 1 J夷第6号の 委員の 任期は2 カ 年 とす る。

た だ し ．第4条第3項に規定す る 補欠の 委員の 任期は前

任者の 任期の 残余期間と す る 。

2 前項の 委員は再任される ことができる 。
第5条を 第7条に改める 。

附則 に次の 附則を 加え る 。

附 則
こ の 規程（改正）は昭和35 年 9月30日 から 実 施す る 。

富山大学一般教育委員会規程の一部改正

富山大 学一般教育 委員会規程の 一部を 評議会の 議を 経て

次 の ように改正す る 。

昭和35 年 9月30日

富山大 学長 梅 原 真 隆

第3条に次の 1 項を 加え る 。

2 前項第2号の 委員に欠員を生じた ときは ， 補欠委員を

選出す る もの とす る 。

第6条中 「第3条第2 号 」を 「第3条第l項第2号」に

改め ． 次の た だ し 奮を 加え る 。

た だ し ． 補欠の 委員の 任期は前 任者の 任期の 残余期間と
す る 。

附則 に次の附則を 加え る 。

附 則
こ の 規程（改正）は昭和35年 9月30日か ら 実 施す る 。

富山大学補導協議会規程の一部改正

富山大 学補導協議会規程の一 部を評議会の 議を経て次の

よ う に改正す る 。

昭和35 年 9月30日

富山大学長 梅 原 真 隆

第3条に次の 1 項を 加え る 。

2 前項第2 号の 委員に欠員を 生じた ときは ， 補欠委員を

選出す る もの とす る 。

第4条に次のた だし書を 加え る 。

た だし前条に規定す る 補欠の 委員の 任期は前任者の 任

期の 残余期間とす る 。

第10条を削り ， 第 9条の次 に次 の 附 則 を加え る 。
附 則

こ の 規程は昭和24年 8月 1日か ら 実 地 す る。

附 則
この 規程（改正）は昭和35 年 9月30日か ら実 施す る つ

富山大学文化部会規程の一部改正

富山大 学文化部会規程の 一 部を 評議会の 議を 経て 次 の よ

うに改正す る 。

昭 和35 年 9月30日 山
富山大 学長 梅 原 真 隆

第3条に次 の 1 項を 加え る 。

2 前項第 1号， 第2号 及び 第3 号 の 委員に欠員を 生じた l 学

ときは ， 補欠委員を 選出す る もの とす る 。

第5条第2項中「第3条第 1 号 」を 「第3条第 1 項第 1

号 」に改め る 。

第6条中「第3条第工第3号jを 「第3条第 1 項第1号 ．

第 2 号 及び 第3 号 」に改 め ， 次の た だ し 書を 加え る 。

た だ し ， 補欠の 委員の 任期は前任者の 任期の 残余期間と

大

ニ

O
号

す る 。

附 則 に次の 附則を 加え る 。

附 則
こ の 規程（改正jは昭和35 年 9月30日から 実 施する 。

富山大学体育部会規程の一部改正

富山大学体育部会規程の 一部を 評議会の 議を 経て次の よ

うに改正す る 。

昭 和35 年 9月30日

富山大学長 梅 原 真 隆

第3条に次の 1項を 加え る 3

2 前項第1 号． 第2号 及び第3 号 の委員に欠員を 生じた
とぎは． 補欠委員を 選出す る もの と す る 。

第4条中 「前条第 1 号 」を 「前条第 1 1軍第i号」に改め

る 。

第5条中「第3条第1.第2 ，第3号」を 「 第3条第l項第

1 号 ．第2 号及び 第3 号 」に改 め ， 次 の ただ し 蓄を加え

る 。

た だ し ， 補欠の 委員の 任期は前任者の 任期の 残余期間と

する 。

附則に次の 附則を 加え る 。

附 則
この 規程（改定）は昭和35 年 9月30日か ら 実 施す る 。

富山大学学部補導委員会規程の一部改正

富山大学学部補導委員会規程の 一部を評議会の 議を経て
次の ように改正す る 。

昭和35年 9月30日

富山大 学長 梅 原 真 隆
第3条に次の 1 項を 加え る 。

2 前項第2 号の 委員に欠員を生じた ときは． 補欠委員を

選出す る もの とす る 。

第5条中 「第3条第2 号」を 「第3条第 1 項第2 号 」に

改 め ， 次 の ただ し 書を 加え る 。

た だし補欠の 委員の 任期は前 任者の 任期の 残余期間と
す る 。

附則 に次の 附則を 加える 。
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附 則
この規程（改正）は昭和35年9月3 0日から実施する。

に改E する 。
昭和35年10月 2 8日

第 2 0 号

富山大学長 梅 原 真 隆
別表（ 1 ）電気工学科，専攻科 目中， 「電子管工学2」
の次に「電子計測工学 2Jを加える。
附則に次の附則を加える。

附 則
この規程（改正 ）は昭和35年1 0月 2 8日から実施し． 昭和
35 年1 0月 1 日から適用 する。

富山大学職業相談所規程の一部改正

富山大学職業相談所規程の 一部を評 議 会の議を経て次の
ように改正 する。

昭和35年9 月3 0日

富山大学文理学部規程の一部改正

富山大学長 梅 原
第 2条中「学生生徒」を「学生」に改める 。
附則に次の附則を加える。

附 則
この規程（改正） は昭和35年9 月3 0日から実施する 。

隆真

富山大学文理学部規程の一部を評 議会の議を経 て次のよ
うに改正 する。

昭和35年1 2月16日
富山大学学部職業補導委員会

規程の一部改正
富山大学長

第7条を次のように改める。
第 7条 授業時間と単位と の関係は 原則として次のとおり

とする。

隆真原梅富山大学学部職業補導委員規程の一部を評 議会の議を経
て 次のように改正 する。

昭和35年9 月3 0日

毎週 1 時間15週の講義をもって 1単位と する
こ 毎週 2 時間 15週の演 習 をもって 1単位と する
三 毎週3時間 15週の実験文は実習をもって 1単位とす

る
第2 2条の「ただし書」を削る。
附則に次の附則を加える。

附 則
この 規程（改正）は昭和35年1 2月1 6日から実施する。

富山大学長 梅 原 真 隆
第 2条第1号及び第3号並びに第4号中「学生生徒」を
「学生」に改める。

附則に次の附則を加える。
附 則

この規程（改正）は昭和35年9月3 0日から実焔 する 。

富山大学工学部規程の一部改正

富山大学工学部規程の一部を評議 会の議 を経て次のよう

J
動J

～
異～一事山

内
人～

庁

学大

令

。

ィア

グ

。

。

// 

// 

。

山

発

富

文

バ
ー川一

l
川
ー川

｜
川
ー川

｜川
111－－

令日｜ 異 動 内 容 ｜草 月
雄 ｜ 辞職を承認する 1 35 . 9 .  

｜昭和35年度文部 省内地引究員を命ずる ｜ 
平 ｜ 但し ， 昭和36年 3 月1 0日まで東 京大学に おいて倫 I 35. 

｜ 理学を研 究するものと する ｜ 
｜ 昭和35年度文部省内地調究員を命ずる ｜ 

夫 ｜ 但し昭和3 6年 3 月 1 0日まで九州大学に おい て法学 ｜
｜ を研究するものとする ｜ 

夫 ｜ 助手（工学部）に採用 する 1 35 . 

子 ｜ 休職の期聞を昭和3 6年 3 月川迄更新する 1 35. 
士 ｜ 講師（文理学部〉に併圧 する ｜ 
ロ ｜任期は昭和35年12 月31日までとする ｜ 
澄 ｜ 講浦（文理学部）に併任 する ｜ I 35. ｜ 任期は昭和35 年1 2 月:il日までとする ｜ 
夫 ｜ 辞職を承認する 1 35. 

行 ｜ 技能員岬部）に採用 する / 35 . 1 0. 

｜経 営短期大学部教授に併任 する ｜ 
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霊 ｜蔵 島 茂 ｜ 助教授（文理学部）に併任する I 3s. 10. 旦！土ーL一一 ｜任期は昭和36年3月31日までとする ！ 
喜｜石瀬秀治l // I 

｜新 田 隆 信 ｜ グ I 
｜ ｜講初（文理学部〉 に併任する ｜ 部 ｜ 頭 川 徹 治｜任期は昭和36年3月31日までとする ｜ 
｜ ｜臨時筆生（工学部）に糊する中山 道 子 ｜ 任期は昭和36年3月31日までとする
｜ ｜ 講師（教育学部） に併任する ｜ 授｜今村外治 ｜任期は昭和36年3月31日までとする ｜ 授｜武 石 勉 ｜ 講師 （福井大学学芸学部）に併任する ｜ ｜ ！ 任期は昭和36年3月31日までとする i 

I 1 講師（経済学部〉に採用する近藤康男｜任期は昭和36年3月31日までとする
｜渡 辺 護｜善協議諒草＼将：1�とする ｜ 
！ 飯 原 藤 一 ｜ 講師 （教育学部〕 に採用す る ｜ ｜任期は昭和36年3月31 日 までとする ｜ 

大田栄大郎｜任期は昭和36年3月31日までとする I I 講師（教育学部）に採用する I 
I 講師（教育学部〉に採用する斉藤現常｜任期は昭和36年3月31日までとする
｜ ｜ 講師 （文理学部）に採用する末永雅 雄 ｜任期は昭和35年12月31日 までとする

書 ｜ 植 村 元 覚 悟耳語言語）3開官長と する 135. 
I l 講師（文理学部〉に採用する高 桑 昇 任期は昭和36年1月31日までとする
｜ 密 目 玉 吉 ｜講師（経済学部〉に採用する j 35 任期は昭和36年3月31日までとする
｜ 川路紳治 ｜ 警部品君主幹2時官1�とする 135 
｜ ｜ 国家公務員法第79条第 1 項 の 規定に よ り休職にす l用 務 員 ｜ 篠 原松次郎 ｜ る I 35. 10 文理学部 ｜ ｜ 休職の期間は昭和 36年 1 J-116日までとする ｜ 

大 阪 大 学 ｜ ｜ 講師 （文理学部）に併任ずる ｜ ｜ 萩 原 信 衛｜ I 35. 10 教 授 ｜ ｜ 任期は昭和 3 ＇.？ 年 1 2月3 1 日 ま で と す る ｜ 事 務 員｜ 」市 馳 4・学 部｜ 牧野久 幸 同職を承認する 1 35. , a 

望 務学見 書 ｜ 沢 芳 昭 ｜ 技能員（工学部）に配置換す れ I 35. , , 
雲 苦 言 ｜ 亦祖父 松 輔 ｜ 文理学部に配置換する ｜ ｜ 原 泰 熊 ｜ 会計課に配置換す る ｜ 用 務 員｜ I 学 部 ｜ ｜ 
要究車佐吉｜谷口 貞子｜教務員（薬学部）に配置換する ｜ 
童部学技富｜塩 谷 俊 作｜助手（薬学部）に昇任させる ｜ 
葉究車佐喜｜鈴木恵子｜教務補佐員（薬学部）に配置換ずる ！ 

｜渡辺 倭 文子 ｜ 庁

｜ ｜講叩 （文理学部）に採用する I 伊 東 法 俊 ｜ I 35 ｜ 任期は昭和35年12 月 31日までとする ｜ ！ 村井藤十郎 ｜ 講師 （続済学部）に採用する \ 35 1 任期は昭和 3 6 年 3 月 3 1 日 ま で と す る ｜ 

｜作 道栄 一｜教務員岬部）に採用する 135 
芝 ｜ 谷 信 一 ｜ 講栢（文理学部）に併任する I 35 jj( I l 任期は 昭和3 6年 3 月31日 までとする ｜ 

日 ｜ ｜講師 （教育学部）に併任する ｜ ナ ｜ 福 田 園 町 ｜i ｜ 任期は昭和36年3 月 31 日 までとする ｜ 

｜福 田 国 弥 ｜ 講師（文理学部）附佳子る ［ . I 任期は昭和 35年 1 2 月 31 日 ま で と す る ｜ 学 1 1 講師 （ 工学部）に併任する I l石田 光 夫 l I 35. 11 I l任期は昭和35年12 月 31日までとする ｜ 大東文化大学｜ ｜ 講師（文理学部 ） に採用する ｜ ｜ 下斗米 長｜ I 35. 11 教 授｜ ｜ 任期は昭和36年3月 31日までとする ｜ 
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// 
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山
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1 35. 12. , 1 富
I // I 
I // I 
｜ グ i
I // I 
1 35. 12. 16 1 
j 35. 12. 18 1 
1 35. 12. 31 1 
I 36 . 1. 1 I 
I // I文

良「｜講師（教育学部）に採用する1任期は36年3月31 日 までとする
登志雄i講師（教育学部〉に併任する！任期は昭和36年3月31 日 までとする

男 ｜ 講師（教育学部）に併任するl任期は昭和36年3月31日 ま でとする
彰 ｜講師 （土学部）に併任する｜任期は昭和35年12月31日 までとする
忠｜事務員（教育学部）に配置換する（定員内〕
子｜事務補佐員（附属図書館）に糊する

雄 ｜ 講師L経済学部）に採用する｜任期は昭和36年3月31日 までとする
司向を承認する
良｜事務員（文理学部）配置換する

学

陸

文

恭

光

内

田

立

7.k 

部

第20号

大

大

務育 学

大

示

阪

:cir. 東教一東教
天教一
事教

国
水 光
島

泰 ｜ 助教授（文理学部）に昇任させる
，忠小l口l

3. 検査日割及び時間表
日些竺竺型Ji点呼（学力検査 l｜場において） ！ 

国 語l
3月22 日 I I 

｜ 社 会 ｜ (90分間）（ 水〉卜一一一一一一十一一一一 一一I I 干後1時30分間～同 3時30｜文科系
学 i 分 (120分間）

｜ 午後1時30分間～同4時｜理科系I C150分間）
'gE_ I 午前9時～同10時30分I (90分間）
科

｜

午前11時～午後雰時30分
I C90分間）

午後1時～音楽，図画工作（実技検査のみ），保健体育の筆答試問および実技検査健康診断（ 本学において指定された者のみ）
所

省部L上｜

間

午前 8時30分～向9時(30分間〉
午前9時～同10時30分(90分間）
午前11時～午後雰時30分

時報

昭和36年度学生募集要項

』情よ〉、
にI綜

1.募 集 人 員
文 理 学 部

文 学 科……...・H・....・H・……...・H・－－……40 名
専攻種別 （哲学，史学，国文学及び中国文学，英i文学， トイツ文学

（備 考） 入学志願票には専攻を指定しないこと。
理 学 科…………...・H・H・H・－－…...・H・－－… 6 0名

（専攻種別 数学．物理学，化学，生物学，）
（備 考）上に同じ。

教 育 学 部
第一中等教育科 (4年告IJ)….....・H・－…・・約75名

専攻朋j国語 ． 社会，数学 理科，音楽．
L 図画工作．保健体育．家庭．技術．英語各若干名

（備 考） 入学志願票には必ず専攻を指定すること。
第一初等教育科 ( 4年告IJ)…………………・・・約90名
経 済 学 部

経済学 科・・
薬 学 部

薬 学 科・
工 学 部

電気工学科・
工業化学科…………・・
金属工学科・
機械工学科・・
出 願 期 限

f 2月11 日 （土曜 日 ）から昭和36年｛\ 2月20日 （月曜 日 ）まで
郵送の場合も2月20 日 （ 月曜 日 〉まで必着のこと。

国

数

｜外
3月23日l理
（木〉

学大i勾富

の

部
部
校

文 理 学
教 育 学

富山商業高等学
奥田中学校（学力検査薬 学 部（健康診断

学 部

4. 検 査 場
学力検査．健康診断とも各自が入学を出願する学部
検査場において受検すること。

文理学部検査場 （富山市蓮町）
教育学部検査場 （富山市五福〉
経済学部検査場 （富山市五福）

( （富山市窪町）
薬学 部 検査場� （富山市奥田）

工 学 部 検査場 （高岡市古定塚）工
16 0名

s. 学 力 検 査
準次の 5教科について，高等学校卒業の学力程度を標

として出題する。

国語（甲）とする。
社会・ 日 本史・世界史 ・人文地理のうち，1科目を選択させる。

文科系志願者範囲は，数学Eまでと
数学する。理科系志願者範囲は ，数学Eまでと

する。

自科教 科｜
国 語 科｜
社 会 科 ｜

80名

40名
40名
40名
50名

数学科
2. 
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理 科

報
物理・化学・生物・地学のうち. 1科目を
選択させ る。

ただ し ． 薬学部志願者は ． 物理・化学・
生物のうちいずれか1科目を選l
択 しなければな ら ない。
工学部志願者は， 物理・化学の
うちいずれか1科目を選択 し な
ければならない。

外国語科 ｜ 英語・ ドイツ語一か国語を選択させ る 。

1 文科系志願者 と は、文理学部文学科、教育学部お よ び
経済学部の志願者をいう。
理科系志願者とは、文理学部理学科、薬学部お よ び工
学部の志願者をいう。
ただし、教育学部第一中等教育科の数学お よ び理科の
専攻志願者ば、理科系志願者 と す る 。

1 .  数学Iか らは、統計、対数表に よ る計算お よ び計算尺
の原理、いろいろな曲線、正射霊長お よ び投彰図三角形
の解法お よ びへろんの公式を除き、数学Eか らは、JI国
列、組合せ、確率、統計を除く。

3 ,  経済学部志願者のうち、高等学校の商業に関する課程
を卒業 した者に限 り 、教科数学科の検査科目 と し て、
数学I C数学Iか ら除く部分は、 前項に同じ） と 商業
簿記を選択す るこ と ができ る。

4. 教育学部第一中等教育科の音楽・図画工作・保健体育
専攻を第一志望 と す る志願者に限 り 、社会科又は理科
のいずれかの1科目の代 り に専攻に応じ次の実技の検
査お よ び理論の試問を選ぶ こ と ができる 。 ただし、 こ
れを選んだ志願者の第2 志望は認めない。

そ の 他
合格者は 3 月3 1 日〈金） 各学部に掲示 し、且つ、 本人へ
通知す る。 （電話その他に よ る問合せには一切応じな

入学式は 4 月1 0日〈月）の予定である。 詳細は合格者に
通知する

昭和36年度学生募集要項
富山大学経営短期大学部

1， 募 集 人 員
経営科第二部…・…....・H・....・H・........・H・－……80 名

2. 出 願 期 限
昭和 3 6年 2 月2 1 日（火曜日） か ら 3 月 3日（ 金 曜 日 ） ま で

3. 学 力 検 査
次の 4 教科について、高等学校卒業の学力程度を標準
と し て検査す る 。
国 語 科 国語 （ 甲） （漢文を除 く ）
数 学 科 数学I 統計。 対数表に よ る計算お よ び

外国語 科 英語

計算尺の原理。 いろい ろ な曲線
。正射影お よ び投影図。三角函
数を除 く 。

昭和 3 6年1月1日

社 会 科 社会、商業簿記のうちいずれかー科目を
選択す る

4. 健 康 診 断
4 月 2日（日） 午後 4 時よ り 診断を必要と認めた者につ
いて実施す る 。 該当者の受験番号及び検査の詳細は学

｜ 力検査終了後検査場に掲示品
5. 検査日忍び時間表

月 日 （曜 ） 時 間 検査教科

富

山
大

外てf崎－ 

4 月 2日 （日） 午 前9日～同10時 （6附数 学 l o
年

。

。

午前10時30分～同11時30分（60分）
外 国 語

午後零時30分～同1時30分（60分）
国 語

午後 2 時～同 3 時（60分） 社 会
午後 4 時健康診断（本学に於て指定さ
れた者のみ）

6. そ の 他
合格者は 4 月8 日（土） 本学に掲示し、且つ、本人へ通
知す る。

（電話その他に よ る閉会せには一切応じない〉

参議院文教委員の薬学部視察

参議院文教委員会では先般当面の文教政策に資す るため
教育文化及び学術に関す る調査団を幾つかの地方に派遣 し
たが杉浦武雄． 千葉千代世の両議員を代 表 と す る 第 3 班は
9月 2日か ら 6日までの5日間． 富山． 岐阜の両県へ出向
した。 9月 3 日一行は本学を来訪 ， 薬学部を視察調査 しそ
の陳情を聴取した。 この仔細 については ， 1 0 月15日の参議
院文教委員会の議 事録か ら杉浦委員の報告速記を抜いて．
それを伝えることLす る 。 なお一行は学校教育の一般問題
については県教育委員会から聴取し ， 文化財 関係について
は特別天然記念物となってい る魚津埋没林を視察 したο

議 事 録 抜 粋
ま ず． 大学について申 し上げ ま す と ， 私 ど も 参 り ま した

富山大学薬学部は ， 明治 42年に県立富山薬学専門学校と し
て創設せ られ， 大正9年に国立に移管せ られた も のであ り
ま し て ， 年 々 多 く の優秀な卒業生を送 り 諸設備及びそのそ
の業績は高 く 評価せられてお り ま したが， 昭和 20 年の8月
戦災のため建物も設備 も ほ と ん ど焼失 し て し ま い ま したの
で ， 同窓会な どを中心とす る 復興期成会が結成せ られま し
て．その活発な る 活動に よ り ま して ． 地元は も と よ り ． 全国
の同窓生及び薬業会社か ら 多額の浄財が寄付せ られ． これ
と国費 と 相 ま っ て至難な復興 も敏速に進捗し まして， 現在
では施設においてはほぼ旧態に復 し昭和 24年新制大学に転
換以来， さ ら に鋭意設備の充実に努力を してい る状態であ
り ま す。 ま た ， 付属の施設と しては ， 医薬資源研究所． 薬
草園． 無菌製剤室 ， 放射性同位元素応用研究室等を有 しー
そう研究の成果を上げてい る よ うであ り ます。 なお． 昭和

号
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第 20号

30年設からは専攻科が設置されて，多年の要望で、あった卒
業生並びに薬学専攻に関連のある理科系大学卒業生などの
ために． 学校教育 法に定める精深なる薬学研究に応ずるこ
とLなりまして． 名実と もに薬学教育の重要な地位を堅持
いたしている状態であります。私どもはここで熱心な陳情
を受けたものでありますが，その内容は次のようなもので
ありました。 1. 大学院の設置についてであります。 こ
れは，薬学部をもっ国立の新制大学共通の念願でありまし
て， 機 会あるごとに文部省に陳情しているということであ
りました。 2. 製薬学科の増設についてであります。現
在本学部は薬学科の一学科のみでありま して． 近年著しい
医薬品の進歩発展に伴いまして 従来の薬学教育に加えて
． 製薬技術者の養成のための専門学科の新設が必要となっ
て宰り ましたので， 本学部に製薬学科を設けて時代の要求
に応じようとするものであります。 ことに富山県は全国屈
指の薬業県でありますので，地方産業の発展に寄与する面
からも， 製薬学科の設置を強く要望しておりました。 3 .  
薬学部付属の研究施 設と して薬用資源研究所を新設してほ
しいとのことであります。 こLには， 他の大学に見ない薬
草園1万坪を擁して， 研究所と表裏一体の使命を遂行いた
している現状でありますので， 学部付属の研究泡設として
薬用資源研究所の設置も認 められたいというので、あります
。 4. 教官定員の増加についてであります。同学部の現
在教官定数は 2 7名でありますが， これは他の大学の薬学部
に比べて定員数が少ないのでありまして． ぜひとも最小限
4名の助手を増加していただきたいということで あ り ま

す。

衆議院文教委員会の調査

1 1月1 0日午后． 委員 会調査員大中盃信令氏来学． 大学に
おける研究施 設設備及び教官の待遇に関し調査した。施 設．
設備，については先年同氏来学現場調査済みであるので．今
回はその後の新設． 異動を生じたものも現場調査を省き主
と して書類や口頭説明によっての調査に主張がおかれた。
なお今回の調査は富山市区学校全体について行なわれたも
ので． 大学はその大いなる一環と して対象となったもので
ある。

高等学校長と大学側との連絡協議会

例年秋又は年暮れに聞かれる県下高等学校長と県教育委
員 会を交えての来年度学生募集についての連絡協議 会は12
月 12日富山在で開カ通れた。 本学側からは学長を始め． 大島
学生部長， 土生経営短大主事， 学生部課長などが出席した
。学長. Ill瀬教育長の挨拶のあと36年度の学生募集要項に

ついては，大学は大島部長から， 短大は土生主事から． そ
れぞれ説明があった。次いて協議 にはいったが． この席で
大学側から明年度より， 経済学部の入学試験を受ける高等
学校の商業課程卒業者には． 数学の代りに商業で受験出来

学
ることを明らかにした。高校側からは．経済学部の定員16 0
名に対し，実際の入学者は134名であって．定員 を十数名も

i下まわっているがポ｛ダーラインの受験者に定員一杯の考
出来ないものか。 また短大の学生の 1/3 が就職

いのも短大設立の趣旨に鑑み考慮されたいとの要望が出た
なおこの席上，3 8年度から工学部に化学工学科を新設した
い意向が洩らさられた。現在工学部には工業化学科がある
が， これは化学反応や分析など化学中心のものである。オ
ートメージョン化という時代の趨勢に応えて， 化学機械¢
操作および設計といったものに重点を置いた定員40 名程度

｜の新学科を設けたいというものである。
なお． この席上高校側がらP・T·A連絡協議 会長名の農

学部設置についての陳情書が大学側に提出された。それに
は北陸三県に農業関係の大学，学部がないこと，県土綜合開
発計画に関連して農業近代化の必要があること， 地元の要
望も極めて強いことなどが理由として挙げられている。そ
して設置学科としても農業土 木． 農業機械，農業化学及び
畜産の4学科を具体的に指示要望している。

文部省委嘱専門講座開設

この講座については第1 7号学報で紹介しておいたが． 社
会教育 法第48条により文部省の委嘱を受けて実施するもの
である。 その目的を一言でいえば大学の学外進出である。
ことしは士学部で次のとおり行なわれた 。

1 講 座 名 金属工学講座
2 . 開設期間及び総時間数

8月 2 2日～9月6 日 時間数 48時間
3， 受 講 者 会社関係者 42名（男子）

学校関係者 2 名 ( // ) 
4. 講座の目標 主として製錬関係（鉄冶金，非鉄冶金？

物理化学． 鋳造， 電気冶金等）の理論と 実際を広
く 会社工場勤務者． 中学． 高校教員 等に知らしめ
ることを目標とする。

5. 講義題目と講師及び時間数
鉄冶金学． 海綿鉄の製造とその試験

教 授 森棟 隆弘 4時間
非鉄冶金学 講 師 瀬川安一郎 8 時間
電気冶金学 助教 授 位崎 敏男 8 // 

物 理 化 学 教 授 浅岡 忠知 8 // 

鋳 造 学 。 養 目 安 8 // 

鉄合金 鉄 日本鋼管 次長 塩谷周三 4時間
電 気 製 鉄 呉羽製鉄製造課長 高井 清4 // 

これに対して工学部から実施 後の所感として次のとおり
報告している。

本講座も3 年目を迎え地元聴講者が可なり底をついたの
ではないと思われたが， 予想以上の盛況で． 毎日お名前後
の者が熱心に講義を受けたことはまことに成功で、あったと
考える。
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報
特に今年は富山県だけでなく近県にも呼びかけ．北陸地

方における行事として運営に心がけたが．聴講者の中には
遠く東は新潟県糸魚川市より．また西は石川県加賀市大聖
寺から遥々参加している。これはこの期待に添い北陸地方
の行事としての実態を備え得たものといってよかろう。聴
講者の出席は頬る良好で皆出制8名．日程の3分の2以上
出席した人は26名もいた。 このことは如何に皆熱心であっ
たかを物語るものであろう。

開講時期も暑からず寒からず従来の11. 12月に較べて非
常に快適で良かったと思う。聴講者からアンケ｛トを取っ
た結果，概論的にならず重点的に深くやって欲しいという
希望が1. 2出されていたが．諸種の事情を検討して今後の
参考とすべきであろう。

民主教育協会教養講座の開催

東京に本部を有し，蝋山政道氏を会長とする民主教育協
会の東海支部（支部長勝沼精蔵氏）が教養講座を当地で開催
すること』なった。これに本学と県市の教育委員会が加わ
って，共催のかたちで、次のとおり実施された。聴講者は1 00 
名に限定し，その資格は自由としたが，大体教育者が多か
った。最終日は日曜日に当ったので，特に県下公立諸学校
の校長を招待 して， 初日から引き続いた聴講者ととも に評
論家坂西志保講師の講演を聴いて貰った。

10月27日 3時市公会堂 ρ考える こ とについてゲ
名 古屋大学名誉教授 勝 沼 精 蔵

28日 3時 // H民主主義と国民性μ
富山大学 教授 大島 文雄

29日 3時 // w個人の性質と仲間の性質II
名古屋大学教授 続 有 恒

30日 1時30分 昭和会舘
グ多数の支配と小数の権利H

評 論家

科学教育研究室の閉室

坂西 志 保

5月16日から前後2期に分けて行なわれた科学教育研究
室も，12月15日をもって予定どおり終7した。研究生8名は
当目黒田講堂貴賓室で、行なわれた閉室の式に臨んだ。式に
は学長始め関係各学部長．指導教官の他， 学生部長．事務
局長も列席．また来賓として県教委の寺田指導係長等が臨
席じた。型のごとく．学長，学部長，学生部長．事務局長な
どの指導教官や研究生の労に対するねぎらいの辞に対し，
指導教官を代表して教育学部の堵川教授から報告をかねて
の挨拶があり，次いで研究生を代表して富山工業高校の宇
津一郎教諭が感謝の挨拶を述べた。かくて一同歓談の後式
を終えた。

昭和36年2月20日

永年勤続者の表彰 富

ことしも動明感謝の日の設定の趣旨に添って．本学の永l山
年勤続者表彰が行なわれた。挙式は感謝の日の前日である！大
11月22日午前11時本部会議室で行なわれ．勤続者に感謝状｜学
と記念品が贈呈された。まだこの表彰に関する規程は設け
られていないが．表彰される者の勤続年数は本学在勤年数
に， (10年以上），他の教育機関のそれを加えて20年を越す
ということになっている。なおこれは本学と大学後援会の1 0 
共催となっているものである。従ってこの式には大学後援l号
会の代表が出席祝辞を述べることとなっているが，学長の
式辞のあと山森副会長がこれを行なっている。これに対し
松本弘一助教授の答辞があり，正午黒田講堂貴賓室でささ
やかな午餐を共にして散会した。ことしの表彰された人々
は次のとお り である 。

！勤 続l 勤続年数内訳部 局｜官 職｜氏 名 ｜ ｜ ｜他の教i件 数 ｜ 本学 ｜ 育機明
I ｜ 年 月 ’

｜ 

竺竺Jヲl�竺空塑本 田 文 治120二工色工」土
文理学剖｜教 授 ｜ 柴田高年In. 2 !10. 2 I 17.0 

// ｜ 助 教 授 ｜ 坂 井 誠 一 121 . 6117. 6 ! 4.0 
教育判 。 ｜ 頭 川 徹 治 1 20. 3 120. 3 i 0 

// I 教 諭｜田林親康120. 7115. 11 I 4 .s 

// ｜文部事務官l北林秀次郎120. 6 120. 6 I o 

薬学剖助教 授｜松本弘一120 5 120 . 5 ! 0 
工学剖教 授｜森 光 ヨ135.1 1 10 . 0 I 25.1 

梅i京学長の受賞

北日本新聞社で、は県内外にいて，郷土の産業文化の発展
と県民の恒祉向上に尽し人々を賛える．北日本文化賞を．
毎年11月3日の文化の日に授与しているが，ことしは5氏
が選ばれ梅原学長も浄土真宗の教義の深い研究と，著書と
行脚による布教の業積が認められて．この選のうちに入っ
ている。

鈴木米三助手理学博土に

目下スエーデンに留学中の文理学部生物学教室鈴木助手
は（専攻植物生理学）． 「ノ、シトロ及び黄茶／レピナスのフ
エノー1レオキシダ｛ゼとアミンオキシダ｛ゼに関する研究
」なる学位論文を東北大学理学部の長尾昌之教授の許に提
出，その審査を受けていたが，昨年8月25日付をもって理
学博士の称号を得た。

植村教授経済学博士に

経済学部の植 村元覚 教授はカミねて大阪大学経済学部の宮
也子次教授の許竺ヤ商圏と領域経済半る学位論文作

-11-
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出中のところ昨年11月25 日同学部の教授 会を通過した。 こ
れについて教授は． 次のごとく述べている。

江戸時代とくに中期以降は． 領主的ならびに農民的商品
経済が進展し． 各藩は独立の国家のようにその貿易のバラ
ンス策を企画し検討した。 諸藩に入りこむ商人は， 旅先の
地域経済に即して商圏を設置したが． それにはこの新 しい
問題に対処するζとが第一の課題で、あった。

本研究はこの問題意識をもっ商人の経営についての研究
， 即ち経営史的研究と商圏の歴史地理学的研究の二つの視
角からのメスCこれを探求し． 体系化したものである。 産
業研究の新しい方法論的試論である。

なおこの経営史研究は最近ようや くわが国でおこりつつ
ある新分野であるが． 同教授はかつてわが国にこれを紹介
したひとりである。

四十万事務官の逝去と叙勲
文理学部四十万栄次郎事務官は11月18日脳溢血のため逝

去された。 氏は 昭和20年11月富山高等学校事務雇員 として
勤めてから15年 になる。 東岩瀬小学校など訓導生活25年，
戦時中日本曹達岩瀬工場付属青年学校教師を勤むる こ と
6 年． 何れも教育畑で終始して． その64年間の生涯を閉じ

ている。 もって生れた性格から，そして経歴から．律義で．
真面目な人で、あったが，何より人に迷惑をかけず， 人の邪
魔をしないという生活態度と， 勤務振りは， 消極には似て
いるが．自信過剰で自己主張の余りにも強い当今．得がたい
人物で、あったといってい1. 0 またまさに人間の程を知った
悟りに近い境地にあった人と いえよう。 哀惜に耐えない。

氏の生前の功績にに対し12月18日付で勲八等叙勲の沙汰
があった。

工学部工業化学実験研究室第二期工事

前19号で第一期工事の概要を記し， 第二期工事が11月か
ら着工すると予報しておいたが， 10月14日契約． その後着
々として工事を進めている。 そして3月末に竣工する予定
である。 その概要は次のとおりである。

鉄筋コンタリ｛ト3階建
建坪 310平方米（約93. 775 坪）
延坪 930平方米（約281.325坪）

請負金額
建 築 費 16. 120,000円
給排水工事費
電 気 工 事 費

請負施工業 者
建 築 工 事
給排水瓦斯工事
電 気 工 事

2. 25 2, ODO .1,1 

1.5 05 ,000タ

前田建 設 株式会付
五歩ー工業 株式会 社
米沢電気工事株式会社

両4寸』

附属中学校の生徒ホール竣工
附属中学校では旧ろう27日生徒ホールが竣工した。 36 坪

の小さいものであるが．その建設費209万円全額が同校のP
•T•Aの寄付になるものである。 木造平家建で．体育館更衣
室12坪と食堂兼ホール24坪のニつの部分からなっている。

レクリエーシヨン
全国公務員レクリヱーシヨン共同事業パトミントン大会
室内競技と して毎年冬季に行なっていたこの競技大会を

ことしは野球大会をと りやめた故もあって， 気候の快適な
10月25 日に実施することとなった。従ってー暦年度に同種
目の競技大会が2度行なわれる結果となった。 会場はやは
り興国人絹パルプ工場体育舘である。参加チーム は22で前
回と 同数だが． 機 関は一つ減って 5 つである。本学からは
前回（2月24日） 同様 6 チ ームが出場した。 予選リーグ戦
では， 4つのゾーンに何れも本学チ｛ムが 加 って戦ったJ
このうちEチームのみ3位となって脱落したが， 他は何れ
も決勝トーナメントに出場， 次のような戦績を挙げ3 位ま
での賞を全部大学で獲得した。 3賞の順位は． 優勝． 石野

平野組． 準優勝． 斉藤． 松下組． 三位． 山本， 土池組．
である。

前 回の大会も3位まで独占して． 然かも1. 2位は今回同
様の組が賞を得ている。

大 学C

法務A

大 学B

公益B

大 学A

公益A

大 学D

決勝トーナメント戦線
2 

部 局 情 報

｜ 文 理 学 部 ｜
富山県下高等学校英語弁論大会

そして設計施工管理者は教育施設部名 古屋工事事務所で ｜ 文理学部英文学教室が毎年秋に富山県教育委員 会と共催
ある。 ｜ でおこなってきた， 県下高等学校英語弁論大会が， 本年 も
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報 昭和36 年 1 月 1 日

1 0月 21 日 文理学部で併jかれた。 参加校は 1 2校で例年 よ り 幾

分少 な く ． 特 に男子の参加者が二人 し か なかっ た こ と は少
々 寂 しかった。 当 日 の審査員に は英文科教官七名 の ほ か ．
米人講師の プ ラ ウ ン 氏 も 加わ り ． 各 自 ． 内容 ， 態度 ． 発音
な どの細かい点を 込 考慮、 し ， 総合成績を判定 し た結果 ． 宮

山中部高校の小野木和子 さ んが 1 位 と な り ． 読売新聞 社の

優勝盃を獲得 し た。 本大会は今年で十 回 目 を迎えたが ． こ
こ 数年出場者の英語の発音がま す ま す良 く な り ， 発想法 も
自然にな っ て き た こ と は喜ば しい こ と であ る 。 な お当 日 公

開講座 と し て お こ なわれた プ ラ ウ ン 氏の英語の学習 に関す

る 講演において ， 参会者に多 く の反省考究すべ き 問題を与

に従 う こ と ο
悼）事故の発生防止から部分的に給電を停止す る こ と 。

（同夜学の場合は ， 宿直者が責任 者 と な り 部内タ1 の連絡

求援を求めて 逐次本i 組織に移行す る 。

富

山

大

（五）毘聞の場合は ． 消防本部は連＼； し易い と こ ろに こ れ 1 学
を置 き ， 外部え の連絡 ． 求援の活動は必ず本部淫由

と す る こ と 。

肘構内の要所々 々 に宿直者に通ずる 非常ぺ ／レ を設置 し
瞥備中の巡視 と 宿直者 の緊急連絡機能に備える 処 l o

置を構ず る こと。
同消火栓の筒先を必ず警務員室に備え るこ と 。

号

え られた こ と は ， こ の会の も う 一つの大 き な収 穫 で あっ ！ こう した訓練 と 反省 と を組織体 系化せん と した 意図が こ
た。 （寄） i の 体験に よ って職員の聞に徹底 し た こ と と 信ず る 。 （寄）

日 本独文 学会支部総会

昭和35年1 0月 22 日 富山大学附属図書舘において ． 日 本独
文学会北陸支部総会並びに研究発表会を開催 ， 新潟大学 ，
金沢大学 ． 福井大学， 富山大学 よ り 約30名出棺 ， 本学の研
究発表者は上野英雄 ， 田 中道夫の両氏で、あった。 （寄〉

消火訓練の 実施 と 反 省

暖房期の到来 と ． 全国一斉に行われた 「昭和35年度秋季

全国火災予防運動実施」 を契機 と し ， 文理学部においては

次の通 り 消火器｜｜練及び訓練の反省を行なった。

1. 消火訓練想定
ドj と き ， 1 2月 2日午後 4時火災発生
同発生場所 ， ア イ ソ ト ー フ・研究室南側附近

同目 的 ， （イ ）本学防火規混に規定 さ れた部局長 の 責務の

実際的かい明 と 消防団設置 の 足がかり と す る 。 文

及び避難計画の樹立の前犯 と な る も の を体得

（ロ）突発的な 火災に対 し 初期刊火が ど の程度

発揮で き る か

い）構内 各所の消火機器の所在の再確認
以上の と お り の想定訓練を突発的に突 氾 し たが ． 学科等

を担当す る 教官叉は授業中 の学生を除 き ， 多数 こ れに参加

し ． 屋内消火栓の機動 ， 消火器の；侵入 ， 防火槽 を 中 心 と す

る バ ケ ツ リ レ ー な ど ． 協力的な動員に よ って ． 発令か ら 2

分間に集 中 実 渇 さ れた。 こ れには学生諸君の応援 も あって

い さ L か野次罵的な と こ ろ 込 見受げ ら れないでは なかっ

た。 併 し消火器を運般ナ る も の ， バ ケ ツ リ レ ー を す る 者 ，

皆協力的であ り ， 訓練突施本部 と し て は ． そ の効県の挙が

っ た こ と を確認し た。
2 .  訓練の反省 1 2月 5 日 午後4時か ら行’なったがi欠の と ｜ 9. 

お り 。 I 
H集中 し て給水を す る には ． 火災附近以外の給水栓の ｜

停止を行な う こ と 。 ｜ 
同防火扉の開閉は避難に も 通 ず る こ と か ら 本部指示 ｜
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！”竺一空三一望 ｜
経済学部学生 の就職状況 （昭35 . 1 2) 

卒業予定者総数 1 42 

就職希望者総数 1 34 

自 家営業そ の他 8 

就職内 定者総数 1 34 

中企業内定者数 16 
1 34 

小企業内定者者 5 

官公庁内定者数 7 

建 設 1

製 造 48

商 事 1 9

運 輸 通 信 1 0

サ ー ビ ス 2

公 務 員 7 （寄）

日 ま口正と〉

［文 平 宇一竺｜
1 .  昭子�135 �手直前期第 1 4過去業開始
3, 固有財 産監査
7, 補尊委員会
。 教授会

14. 前期授業終了
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9 ,  1 5  理学科教官会議
1 7  職業補導委員会

21 文学科教官会議

29 ア イ ソ ト ー プ実験室関係検査

（総理府科学技術庁検査官）

1 0 ,  7 教授会
,,,, 人事教授会

14 ア イ ソ ト ー プ運営委員会
1 9 ,20 全国文理学部長会議 〈後千葉大学）

21 会計事務監査

25 要注意者の X 線間接撮影

29 . 30 学部秋季 レ ク リ エ ー ジ ョ ン （行先小川 温泉〉

品品寸ー－

1 6  学窓会総会 （於黒田講堂）

20 ，～21  日 本教育大学協会北陸地区第二部会職業科

職業指導科研究協議会 （於金沢大学）
グ 産業教育研究会

22 . ～23 毛；k季職員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン （下呂〉

25 . ～26 日 本教育大学協会北陸地区第二部会美術研

究協議会 （於金沢大学）
26 職業補導委員会

29 . ～30 日 本教育大学協会北陸地区第二部会音楽科

研究協議会 （於新潟大学高田分校）

11 . 2 教務委員会
4 ， ～ 5 日 本教育大学協会北陸地区第二部会教育心

1 1 .  2～6 青冥寮祭 理研究協議会 〈於福井大学）

1 2 ,  

9 .  

1 0 .  

9 人事教授会

1 0  庶務事務監査

1 4  理学科教官会議

1 5  移転建築委員会
1 6  教授会
1 8  四十万栄次郎逝去 さ る

23 県下高等学校英語弁論大会 （於文理学部）

（文理学部英文教室 ． 県教委共催）

30 補導委員会
。 文学科教官会議

2 消火訓練実施
5 消火訓練反省会
7 図書委員会

1 4  教授会 人事教授会

1 6  寮生 と の懇談会

1 9  理学科教官会議

｜ 教 育 学 部 ｜
1 . ～ 7  前期末試験

7 ， ～ 9 物品検査実施

1 1 .  庶務事務監査実権
1 5 ， ～1 6  日 本教育大学協会北陸地区第二部会数学科

研究協議会 （於信州大学）

1 7 '  1 1 8 日 本教育大学協会北陸地区第二部会理科研

究協議会 （於富山大学）

20 ， ～2 1  日 本教育大学協会北陸地区第二部会理科教

育研究協議会 （於福井大学）

24. ～25 文理学部 を併設 さ れて い る 教育学部長会議

（於千葉大学）
25 . ～26 日 本教育大学協会北陸地区第二部会美術科

研究協議会 （於金沢大学）

28 . ～1 2 . 1 昭和35年度教員養成学部教官研究集会心理

社会学研究会 （於横浜国立大学）

1 2 .  6 学生就職対策会議

7 教務． 職業補導委員会

8 県教育委員長川崎順二氏退任挨拶の ため来

部
1 0  体育学会例会

12  理科関係教官 ， 事務局長 を加え て打ち合せ

8 ， ～ 1 0 . 4 教育実習 会

14 .  

1 7 . ～ 1 8  

3 . ～ 5 

4 

5 

教授会

秋季 レ ク リ エ ｛ ジ ョ ン （上高地）

昭和35年度幼稚園教育指導者講座 （於福井

県）

オ リ エ ン テ ｛ ジ ョ ン （於黒田 講堂）

後期授業開始 ． 教授会

1 4  人事教授会 ， 教授会
22 授業終了
27 附属中学校生徒 ホ ー ル更衣室竣工式

7 . ～ 8 日 本教育大学協会北陸地区第一部会 （於福 ｜ 9 .  7 教務委員会
井大学） I s 

9 研究協議会 （於附罵中 ， 小 ． 幼）
1 0 . ～ 1 3  昭和35年度教員養成学部教官研究集会 9 

（於広島大学） 1 3  
1 1 . ～ 1 2  日 本教育大学協会北陸地区第二部会外国語 1 5  

研究協議会 （於新潟大学） 1 9  
1 2  教授会 24 ， ～25 
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職業補導小委員会． 教授会 （第 8 回） ． 人事

教授会

図書委員会

財務委員会

職業補導小委員会

図書委員会
秋季職員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン （奥能登周遊）



29 

1 0 .  5 

7 

8 

1 0  

1 3  
1 9  

27 

28 

1 1 ,  

1 0 
1 1  

1 3  

1 1 .  1 4  

1 7  

24 

26 

1 2 ,  

1 2 .  8 

1 5  

2 1  

22 

報
職業補導小員委会

職業補導小員委会

教務委員会 ， 教授会 （第 9 回）
専門課程進学者 オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
後期授業開始， 臨時教授会 （第1 0回）

補業補導小委員会

大分大学経済学部長重光蔵氏来部

教務委員会， 教授会 （ 第 1 1 回） ， 職業補導

小委員会

学 内会計事務監査

神戸大学経済学部教授宮下孝吉氏講演会開

催

衆議院文教委員会調査員大中 臣信令氏来部

日 本学術会議第 2 田中部地方区会議 （於会

議室）

北信越学生ゼ ミ ナ ー Jレ大会 （於会議室）

学内庶務事務監査

教務委員会 ． 教授会 （第1 2回〉

学部運営委員会

越嶺会総会

昭和35年度秋季国立十大学経済学部長会議

（於虎の 門共済会舘）

人事教授会

教務委員会． 教授会

東京都立商科短期大学助教授大島国雄氏 ス

ラ イ ド講演会 （ 1 番教室）

学部運営委員会

i 薬＿＿！＿＿空｜
8 .  29 ， ～9 . 2 富山財務部か ら固有財産 （土地 ， 建物） の

評価に来学

9 .  2 . ～3 薬学部を も っ新制J 6 大学事務局長会議

（於徳島大学）

3 参議院文教委員会委員杉浦武雄氏 ， 全千葉

千代世氏大学教育実状調査に来部
// 夏季休業終了

5 授業開始

20 前期授業終7
22 教授会

26 . ～1 o . 3  3 年次前期々 末試験
27 国 ， 公立薬科大学 ， 学部 （科） 長会議 （於

山中）

28 ， ～29 全国薬科大学 ， 学部 （科） 長会議（於山中〉
I; 科学技術庁原子力局放射線安全課総理府技

官 ， 井出喜夫氏並びに総理府事務官佐々 木

茂行氏 ， 放射性同位元素使用状況調査に来
部

昭和36年 1 月 1 日

9 .  30 東京大学薬学部事務長小室勝氏来部
1 0 .  6 教授会

グ 職業補導委員会

1 3  教授会

1 3 ， ～1 4  国立大学薬学部事務長会議 （於熊本〉
。 北陸財務局管財部長来学

1 7  後期授業開始

2 1  専門課程受入学生に対す る オ リ エ ン テ ー シ
ヨ ン

24 教授会
26 会計事務鑑査

1 1 .  3 金沢大学薬学部学生招待交歓会 （於五福地

区）

6 北陸 ． 甲信越薬学大会並びに薬剤師大会及

び 日 本薬学会北陸支部第 1 1 回例会 （於富山

市公会堂）

1 1  レ ン ト ゲ ン 直接撮影

1 6  教綬会
。 庶務事務監査

2 1 富山電報電話局施設部増設電話課長荒木博

氏他校内電話施設の検査に来部

29 名古屋大学附属病院にて療養の 薬学部長横

田嘉右衛門全快 ， 帰富

1 2 . 教授会

3 文部省薬学視学委員刈米達夫氏 ， 伊藤四十

二氏並びに 大学学術局大学課竜谷利失事務

官実地視察に来部

1 4  教授会

学
9 .  23 金大工学部対富大工学部交換庭球大会

1 0 ,  1 3 教授会

31  補導委員会

1 1 ,  4 会計事務監査

1 5  庶務事務監査

1 7  日 本金属学会北陸支部 ． 日 本鋼協会北陸支

部手火季講習会

1 2 .  23 金大工学部対富大工学部交換庭球大会

｜ 附 属 図 書 舘 ｜
5 時間外閲覧開始 ． 夜間1 5時～1 8時 ． 土曜日

時～1 5時

1 0 ,  5～8 第 7 次全国国立大学図書舘長会議 ． 及び文

部省主催全国国立大学図書舘研究集会 （金

沢大学）

1 1 .  30 昭和34年度増加図書 目録刊行 （昭和34年4月
～35年3月p . 300) 
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第 20 号 学
12 . 9 第 3 回図書館商 議 会 2 1～22 第 10 回国立短期大学部主事． 事務長 会 議

（於山 口大学工業短期大学部）
11. 21 授業料減免選考委員 会

9 .  2 .  3 6 大学事務局長 会 議 （於徳島大学）
3 参 議 院， 杉浦 ． 千葉両文教委員 来学 改 姓、 住 所
13 民主教育協会須川事務局長来学
2 0  認 定講習委員 会 改 姓
2 8～29 北陸三大学． 学長会 議 （旧） （新）

3 0  評議会 薬 学 部 事務補佐員 野崎 和 子 金 兵 和 子

14 北陸財務局長 ． 富山 財務部長． 富山財務部 職員住所
管財第一課長視察のため来学 新 任 者

15 職員 運動会 文 理 学 部 助 手 上 野 英 雄

1 8  富山 県各事業所． 就職懇談会
2 0 ～ 21 北陸 東 海地区庶務部課長会 議 （於名 古屋大 工 学 部 助 手 市 田 和 夫

学）
27～3 0  民主教育協会講演会 （於市公会堂） ，， 教 務 員 新 井 甲 ー

27 体育部 会
2 8  評 議 会 イ7 教 務 員 作 道 栄 一

31 後援会理事会
11. l ～ 2  北越東海jポ1区会計部課長会 議 （於名 古屋大 ｜ ，， 技 能 員 清 水 典 行

学）
5 補導協議 会 図 書 館 事 務補佐員 阿 部 恭 子

9 ～10 北陸 ． 東 海地区地設課長会 議 （於名 古屋大

学）
異 動

1 0  衆 議 院 ． 大中臣調査員 来学 事 務 局 技 能 員 沢 本 省 三

庶務事務監査 ． 文理学部
11～12 日本学術会 議 中部地方区会 議 （於経済学部）

文 理 学 部 助 手 中 山 充

11 庶務事務監査 ． 教育学部
1 2  文化部会

。 事務補佐員 涌 井 芳 朗

14 庶務事務監査， 経済学部，図書舘
15 イア 工学部

教 育 学 部 助 教 授 頭 川 徹 治

1 6  ，， 薬学部
2 2  永年勤続者表彰式

庁 助 教 授 高 野 兼 吉

25～ 26 国立大学協会総会
26  授業料減免委員 会

。 事 務 官 浦 田 隆 志

東京学芸大学宮崎局長来学
2 8～ 29 後援会研修会 （金大j 薬 学 部 事務補佐員 金 兵 和 子

l 2 . 3 刈米．伊藤． 薬学視学委員 実地視察の為来学
7 住宅委員 会 工 学 部 事 務 員 山 口 清 一

12 育英会寺尾理事他来学
高校連絡協議 会

15 科学教育研究室修了式
町村合併による名称変更

｜ 経営短期大学部_I 事 務 部 技 術 員 野崎 稔 雄

9 ,  15 教官会 議 文 理 学 部 教 授 清 水 輝 次

24～ 25 短大 レ ク リ エ ｛ シ ヨ ン（奥能登周遊〉
10 . 3 後期授業開始 イ7 教 授 守 屋 獅 郎

1 3  経済学部， 短大合同委員 会

- 1 6 ー



報
文 理 学 部 教 授 岡 崎 初 雄

昭和36年 1 月 1 日

/I 助 教 授 手 崎 政 男

。 技 能 員 森 田 美喜子

教 育 学 部 助 教 授 大 場 友 次

// 事 務 官 幸岡平

。 事 務 官 松 村 すゑ子

経 済 学 部 事 務 官 森 田 隆 夫

。 事 務 官 蔵 島 博

。 事 務 員 野 上 文 雄

薬 学 部 教 授 志 甫 伝 逸

。 事 務 官 高 倉 弘 一

。 研究補佐員 渡 辺 倭文子

短期大学部 用 務 員 五十嵐 清 平

職員録 （35年 8 月 ） の訂正

事 務 局 技 官 前 島 健 治

教 育 学 部 事 務 官 小 川 君 子

庁 事 務 員 野 尻 津喜夫

工 学 部 助 手 平 木 道 幸

特 別 寄 稿

沖 縄 を 憶 う

林 三 雄

沖縄の先生たちの 夏季講習会に派遣 さ れて ， 那覇市でー

夏を過 し ま したが ， その時の思い出や沖縄の教育事情を少
し述べま す 。

那覇空港へは羽田か ら普通機で四時間足 ら ず ， ジ ェ ッ ト

機で一時間50分で到着す る の で＼ 一向に遠い感 じが し ま せ

ん が ． やは り 亜熱帯に属す る だけ あ っ て 気温は 7・8 月 はず

っ と 33度前 後が続 き ， ！£！�夜の温度差が少 な い の と 湿 気が多 l 富
い の で ． ち ょ っ と こ た え ま す。 しか し那覇には ， 最近 ， 八 1 ． 
汐荘 と し づ 教員共済会径営の洋舘三階建の宿泊所がで き て I �

設備 も 良 く ， 料理 も 和風なので 夏痩せを覚悟 し て行った ｜ 大

私たち も 比較的快適に過 しま し た。 l 学

商店に は ． 日 本製 ， 外国裂の あ ら ゆ る物が売 ら れ ， 衣類

や食料品を 遥 々 持参す る 必!EZがなかった と 講師団を ガ ツ カ

リ さ せ ま した。 日 本製は2-3割高ですが ， 外国製は 自 由貿 l 二

易のため賛沢品ほ ど安価で、す。 1 0 
沖縄本島は ． 今度の 戦争 と 基地建設のため ． 中 守�以南の l 号

地理はすっか り 変貌 し たため ， も と の 沖縄の姿は本島北部

か ． 小 さ い離島に行か な ければ 見 ら れ ま せん。 今は那覇市

に合併 さ れた首里は ， 戦前 ， 旧王城を囲んで昆なお暗い森

林だったそ う ですが ， 今はー木 も な く ． 場撃に崩れた 旧 王

たち の墓地にただ雑草がお ど ろに生え て い る だけ で し た。

こ の小高し 、玉城跡に琉球大学が立っ ていて ． その屋上か ら
西方を 見下す と ， 沖縄総人 口 83 万 の約 4 分の 1 が集 ま る 那

琉 球 大 学

覇 市が ． 夏の強烈な 日 光を反射 して ， 白 く ギ ヲ っ きf ， 眼を

休め る 一点の緑地 も あ り ま せん。 那覇は いわば 「白 い街」

です。 沖縄には こ れ と い う 地下資源 も な く ， 農村 も 戦後帰

琉 し た人々 を吸収す る 力がな ＼ ， 人ベ は結局 ア メ リ カ 民政

府 と 琉球政府の膝 も と の那覇市に生計の途を求めて集った
よ う で、す。

ひ め ゆ り の塔な ど数知れぬ慰霊l菩 をたずね る戦跡、め ぐ り

の 時は ， 何 と も や り 切れぬほ ど重苦 し い感 じに な り ま し た

殊に ． 雨の 日 旧 沖縄県立ー中 の鉄血勤王隊の碑を訪ね ， 碑
面の戦死者名 の なかに 中学一年生の 名 が多数刻 ま れて い る

の を 見た と き の心の痛みは ． 今 も そ の ま ま よ み が え り ま

す 。 非戦闘員 で さ え死者十万 と い う 激戦で ， 昭和2 1 年の沖

縄の人 口は21 ～25歳で女は 男の4 . 8倍 ， 26～30歳で3 . 4倍 ．

3 1 ～40歳で 2 . 5 倍 と し 、 う 極端な ア ン バ ラ ン ス に な る 悲惨 さ

で した。

こ の よ う な言語に絶する戦禍に苦 し み ， そ の 後は ま た基

地化に よ って複雑な影響を受けなが ら ， 沖縄の人々 は不思

議なほ ど純朴 と 人懐っ こ さ を持ち続けて い ま す。 私たち講

師団に対 し て那覇一流の料亭で 5 回 も 大宴会を開 く 歓迎ぶ

- 1 7 ー
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り ． 本土大学留学生の親たちがわざわざ半 日 航程の離島か

ら も 集 ま って数百人 も 参加 し た謝恩会 ． 講習終了後に茶話

会 を聞 き 講師に心の こ も った記念品を贈る 札儀正 し さ ． 度

々 の P T A の講演で接 した一般の親たち の素直な心は忘れ

られま せん。

沖縄には何処へ行って も ． 丘の あ る と こ ろ に は ． そ の斜

面に母体の腹をかた どった と いわれる 亀甲型の大き い墓が

あ り ま す。 そ し て一つの墓には50世帯以上 も の一族の骨が

先祖代 々 納め られて い る そ う です。 元を一つに し て 生れ ， ！ 
死んで元に帰 る こ と を象徴 し て い る よ う な こ の墓が ， 沖縄
を理解す る 一つ の鍵の よ う に思われま す。 沖縄には こ れ と
い う 産業がないのに ， P T A講演会に集った親たち の なか
に 「子 ど も は ど う し て も 五人は欲 し い」 と い う 声が多かっ
た こ と ． 昔か らの本土や海外へ移民し た者が親 も と へ送 る
金 で赤字が填め られて き た こ と ． 今 も 基地の赤線地帯で働
＼ 娘たちが親へ仕送 り を よ く す る こ と ． 仏教が未だかつて
根 を お ろ し た こ と がないのに孟蘭盆が最 も 盛大な年中行事
で あ る こ と な どの理由 が ． こ の墓をみ る と わか る よ う に思
われま す。

九州、｜の南端 と 沖縄本島の聞には大小約30の島が飛石の よ

う に連なって い る の で ． 古 く か ら小舟で も 渡れたか ら か ．
沖縄の人 と 南九州の人は よ く 似てい る よ う です。 現在． 日

本で最 も 身長が低いのは鹿児島や宮崎の人ですが． 沖縄の
人 も 同 じ く 身長が低いの です。 ま た国語の歴史か らみて も

沖縄の方言 と 大和言葉 と は も と は一 つだった も のが千五百
年以前に分れたのだそ う で ， 沖縄の古い歌謡は和歌の7 . 5
調にー音づっ加えた 8 . 6 調になっ て い ま す。 お も し ろ い の

は源為朝にま つ わ る伝説で ． 明治維新 ま で沖縄を支配 した
尚王朝 も 為朝の子孫だ と 伝え ら れ ． 現那覇市教育長の 阿波
根朝松氏か ら 「沖縄で私の 名 の よ う に 制の字がついて い る
者は為朝の血統 と いわれる家の出身者で ． みな誇 り を感 じ
て い る 」 と き き ま し た。
文化的に人種的にみて私たち と 同民族の沖縄の人々 が ， そ

の地理的条件のため明治維新 ま で島津藩 と 明 ． 清国への両
面外交に悩み ， 今 ま た戦争で他の ど こ よ り も 大 き い犠牲を

払ってい る こ と は ， 実に同情にたえ ぬ も のがあ り ま す。

し か し ． こ の よ う な不幸に も かか わ ら ず ． ま た政治的に
難 し い情況であ る も の にかかわ ら ず ． 沖縄の人 々 は そ の教

育基本法に 「 日 本人の育成を教育の 目 的 と す」 と 定め る こ
と に努力し ， ま た沖縄の ロ ー カ ル性を無視 し て ま で ， 日 本

本土の教科書を使用 し て い ま す。 沖縄の人が内地 と 呼ばな

い で本土 と い う の も ． 日 本への愛情 と 強い一体感か ら 来て

い る こ と を汲み と る べ き で し ょ う 。

今では戦後の テ ン ト 教室や茅ぶ き 教室 こ そ見 ら れ ま せんが
大抵の学校に は ま だか ま ぼ こ 型の教室が コ ン ク リ ー ト 校舎

と 並存 し てい る し ， 内部の設備 も 粗末で ． 私が滞在中20ほ
どの学校を訪ね ま したが応接用 の ス プ リ ン グ入 り の椅子の

品凶7・

蒲 鉾 型 校 舎
あ る 学校は一校 も あ り ま せんで し た。 ；＇r-fi.;!TI文教宥の統計に

よ る と ． 児童 1 人 当 り の教育費は 小学校で本土の56%中学
校で64%にす ぎ ま せん。 教員には宮、 d 制度 も な く ． 病気に
なって も 共済組 合の保障制度 も あ り ま せん。

それで も 中学か ら高校 へ の進学率 、 主 H % の 高 さ であ り ．
琉球大学の在学生 2 . 200 名 余 ． 本土の え学への 留学生 7 百

名余 と い う のは人 口 83万の沖縄 と し て は苓jい教育熱だ と い
って よ い で し ょ う 。

「あ ら ゆ る 面で本土 と 同 じ に し たし 、」 と い う 沖I誌の頓い

を是非本土の人々 に知って も ら ＼ 寸心 、 と ． 多 く の人 々 か ら
訴え られま し た。

こ の 拙文が沖縄の人の心を 少 し で も 伝 え る こ と がで き れ

ば幸いです。
最後に ． 本学薬学部卒業生の 大城盛 Z ， 福子さ ん夫妻 ．

山城興一郎君大山峰吉君な どの厚 い歓迎を受けた こ と ． ま

た同君らか ら富山大学薬学部の卒業生な る が故に優遇 さ れ

て い る と の喜びの声を き き 得たこ と を お扱せ し たい と 思い

ま す。

大学の 目 的達成の た め に 図書館 の

改善に 力 を い た し て も ら い た く

村 上 清 造

1 .  現在の也会に色 々 の仕事があ り ． そ して そ れ ら の 仕事

の 中 に は ， 社会の表面に あ っ て 社会か ら 重視 さ れて い る 仕
事と ． な く てはな ら ない仕事であ る が ， 表面に余 り でない

仕事 と があ り ． そ し て そ れ らは互に助けあ いつ L 社会を営
んでい る 。 大学では ， 教官の仕事 と 事務の仕事 と はその両

面で あ る よ う であ る 。

しかし ． 又一方に ， 生れで、 た あ かつ き には ． 大 き く 社会
に功献で き る のであ るが一他の進歩 した国々 では既に重要

視 さ れてい る一進歩のお く れた社会に あ る ために ， そ の発
揮で き る機能を発揮 し得な いで い る も のがあ る 。 我国の図

書館がそ の 一つ であ る 。 勿論大学図書館 も そ の一つ で あ る

が ． 今その大学図書館について ， 現状は ど う で ， 将来 ど う

あれば ， 大学の 目 的達成に大き な功献がで き る かを皆 さ ん
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報
に少 しで も 理解し て も らいた く ， 筆を と る こ と に し た。
2 .  欧米では ， 図書館はすでに ， 古い型か ら脱皮 して ， い

わゆ る 近代図書館 と し て ． 社会人の生活の 中 に ， ま た学問

技術の世界に い き い き と 動いてい る 。 我国で は ． 明治以前

の文庫的な考えがそ の ま L つづいて い る 。 大学図書館では

そ れ よ り も 悪 く ， 図書館は ． も ぬけの殻的存在におかれて

いる ． よ く 利用 さ れ る 資料は大部分教官の室に 持 ち だ さ

れ ， 相互利用の道が と ざ さ れ勝であ る 。 こ れでは ， 図書館

は ， 文庫的な存在で さ え ないの であ る 。

明治 1 9年 1 0月 ， 帝国大学図書館規則第一条には ， 「帝国

大学図書館は学院及び分科大学の図書を貯蔵する 所 と す」

と あ り ， 明治30年 6 月 ， 東京帝国大学附属図書館 と 改め ら

れた と き ， 次の よ う に変った。

第 1 条 東京帝国大学附l胃図書館は東京帝国大学所属図

書の管理に関す る事務を掌る

明治4 1 年 6 月 ， 勅令を も って 司書官及司書の制度が設け

ら れ ， 「附属図書館に お け る 図書記録の 整理 ， 保存 ， 閲覧

に関する 事務に従事す」 と そ の職務内容が定め ら れ ， 今 日

ま でそれが う けつがれて き て い る 。

3 ,  明治以后の 図書館界の動 き 一第 1 次革新期

明治初期か ら大正にか けて ， 欧米の 図書館制度が移 さ れ

公共図書館 ． 大学図書館がつ く られて き たが ， 機能的には

近代図書館 と 名 づけ る に は甚だ遠い も の で、あっ た。 一例 を

あげる と ． 図書の 分類法 ， 目 録規則は ， い く つかの流れは

あったが ． 各館殆ん ど独特の方法を と っ て いた為 ， 図書館

員の教育 も 効力をあげる こ と がで き ず ， 相互の 利用 ， な ら

びに ． 一般の利用 には甚だ不便極 ま る も の で、あった 。

こ L において ， 昭和の初め ， 青年図書館員聯盟な る も の

が ， 大阪に旗を あ げ ， 図書館革新の声をあけYこ。 か く て今
日 の 全国に普及 し て い る 「 日 本十進分類法」 「 白 木 目 録規
則j」 「 日 本件 名 標 目 表」 が発表 さ れ ， 図書館合理化の第一
歩をふみ だ し た。 一方間宮商店に よ る 図書館用品の規格化

え の働 き か け も ． 図書館の発達に大 き な功献をな したの で

あ る 。 （間宮商店の主人間宮不二雄氏は ． 青年図書館員聯

盟の書記長であ り よ き 後援者で も あったの で あ る ） こ の運
動 こ そ 我国の図書館の近代化に大 き な 功献を な し ． 第一次
革新期をつ く り 上げたので‘あ る 。
4 .  第 2 次革新期

戦后 ア メ リ カ の勧告に よ っ て ． 我国の 図書館界は ， 第 2

次革新期を迎える に至った。 即ち図書の整理態勢の充実か
ら ． 議仕活動え と 大 き な転換を と げ よ う と し つ L あ る 。 公
共図書館は ， 自 動車文庫 ， 貸出文庫 ， 読書会及び グ Jレ 戸 フ・
を通 じて の読書普及運動 ， 更に参考業務の充実に よ る 図書
館利用 の新 しい方法を と り いれ ． 真の民衆の 図書館 と して ｜
伸びつ L あ る 。 学校図書館は ． 戦后の新し い法律に よ り ． ' 

全国的に 普及 さ れ ， 青少年の読書の 習慣の養成 ， 並びに読

書指導に 新 し い道を き り ひ ら き っ L あ る 。 更に 大学図書館

は ， 「大学図書館改善要綱J をつ く り ． 新たな活動に入ら

昭和36年 2 月 20 日

ん と し てい る が ． なが ら く の悪い習慣 と ， 新 しい生誕え の
無理解の ため に ． 大部分は 旧態然た る 姿の ま 』 におかれて
い る 。

富

山

5 .  学術の研究 と 文献調査 ！ 大

学術の伺究にあたって は ． 先人の遺 した記録の調査は大 l 学
切な仕事で あ る 。 そ の ため ， どの大学， ど の研究所で も 図

書館が大切に せ ら れ る の であ る 。 しか る に ． 我国の大学図

書館は ． 文庫の ま L いやそれ以前の形をつ X け ． 図 書館柑 l 二
互に利用の方法 ． 図 書館に収集 さ れな い資料の利用え の 努 1 0

力に積極的で、なかった為に ， 学者は ， 図書館員等の手を借 E 号

り る こ と 少 く ． 自 ら の手で必要な文献を探 し求めて きた。
又 ． 自 然科学方面 ． こ と に化学 ， 医学方面では ， こ の 欠陥
に気づ き 早 く か ら 書誌活動一文献情報活動Documentation
が早 く か ら行われ ． 抄録誌 ， 索引等がけいぞく 刊 行 さ れ
て き た。 し か し こ れ ら の事業は ， そ の過程に於て ジ ク ザ ク
コ ー ス をた ど り ． 叉作成の方法に多 く の 欠陥を も ち ， かつ

相互の関連性を も つ こ と が少かった為に ， 文献探索には可
成 り 困難を と も な った。 学者は ， こ れに対し ， 文献学的研

究の余裕な く ． 思いつ き や僅かの経験を た よ り に文献調主主

をつ Y け て き た。 従来は ， 発表さ れ る 文献の量 も 少 く ， か
つ書籍の種類も 少なかったの で ， 問題 と さ れ る こ と な く す
ぎて きた。
6 .  参 考相談係 （Referencぽ） と Oocumentalist の 発生

学術の急激な進歩の結果 ． 文献の量はおびた ν し く 増大
し ， かつ書箱の種類 も 多 く な り ， かつ学術相互の関係 も 連
関性を たかめて く る と ， 文献調査を従来の様な ． 思いつ き
や ， 経験だけ でま かせておけな く なっ て き た。 即ち学者が
文献探査のために 費 した多 く 時間 と 無駄な労力 と を少 し で
も 軽減 し ， 学者を し て ， 学術の研究に専念せ しめ る こ と が
必要かつ重要な こ と と なって来た。

こ の よ う な事が， 今 日 図書館に Referencer （参考相談

係） の必置の要求 と な り ． 一面 ， Documentation （文献情
報活動 と 訳 し て よ し ゅう の発達を促が し ， Documentalist 
な る職業人 も 生ま れ る に至った。 こ れ ら の人 々 は ， 夫 々 の

学問 も や り ． そ の上に図書館学や文献学を も 学ぶ事が要求

さ れ ， 学術の世界に誕生 しつ L あ る 。 こ れを薬学に例に と

れば ． 薬学文献学者が図書館に必要な事にな る のであ る 。
こ れ ら 新職業人は ， 書誌の作成をや る と 共に ． 資料の収集
整理 ， 配布に も 従事 し ， 必要な時に ． 必要な資料を必要な
と こ ろ に送付す る と い う 従来の図書館活動に比 し て ． 非常
に積極的な活動を行 う う こ と にな る のであ る。 しか し て こ
の 中 に は ， 新 し い方法 ， 新 しい機械一文献探索機械ーが採

用 されつ L あ る 。

したがって ， Refere11cer, Documentalist は研究者に と
っ て文献探索上の よ き 助言者であ り ， かつ よ き 協力者であ
る と 共に， 学生に対す る 文献調査の指導者で も あ る のであ
る 。

- 1 9 ー



第 20 号

7 .  文献情報 セ ン タ ー の発生

こ の よ う な 動 き が活発になって く る と ． 個々 の図書館に

おける 書誌の作成には限界が生 じ ． 書誌の作成及び配布 ，

かつ文献調査を専門 と す る 文献情報 セ ン タ ー が発生 して き

た。 こ れ には ． 国立国会図書館の よ う な 国の 中 央機関が 自
ら実施 した り ， 日 本科学技術情報 セ ン タ ー の よ う な独立の

機関の発生を促す こ と に なった。 我国では こ れ ら の 仕事は

緒についた と こ ろ と いって よ いで あ ろ う 。

8 .  本学図書館の状態

以上のベて く る と ， 本学図書館が ど の よ う な位置にあ る

か凡そ想像 し て いた ど け る と 思 う 。 次に本学図書館の状況

蛙に今后の あ る べ き姿についてのべ る こ と にす る 。

1 .  本学図書館は ． 昭和24年大学が発足 し た と き ． 高等

学校 ， 師範学校 ， 青年師範学校 ， 高岡工専 ， 富 山薬専の各

図書館が合併 さ れてで き た も の であ る 。 しか し て ． 各図書

館は失々 異った方式の も と に運営 さ れて いたの で ． そ れ ら

を統一す る こ と か ら始め られた。 そ の 内で一番厄介な のは

分類 と 目 録で あ っ た。 そ の 当時の各図書館の様子 を 見 る と

分 類 目 録規則 目 録 の種類

高等学校 独 特 独 特

師範学校 日 本十進分類法（5版） 独 特
青年師範 。 独 特

工業専門 和 日 本十進分類法（5版） 日 本 目 録
洋狙特（高商の も の） 規 則

薬学専門 日 本十進法 （5版） 日 本 目 録
規 則

分類 ． 回 線
著 者 目 録
分 類 目 録
分 類 目 録
分 類 目 録
著 者 目 録
分 類 目 録
辞書体 目 録

の如く ． 各図書館 と も 異った方法で、行われていたの で ．

先づそ の統ーが は か ら れ ． 今 日 実施の如 く ． 日 本十進分類

法 ． 日 本 目 録規則を採用 す る こ と にな り ， かつ 目 録 と して

は分類 目 録 ， 辞書体 目 録がつ く られる にし 、たった。 し か し

旧蔵書を新 しい方法にや り か え る こ と は仲 々 の難事で ， あ

と で も 述べる 如 く ． 日 常の仕事をや り う る人数 しかない要

員 で こ の変更を行 う こ と は ， 無理な仕事で今 日 で も 実施が

す ふ ま ず ， 次の綾な状態で あ る 。

現在は ， 閲覧 目 録 と して分類 目 録 ， 辞書体 目 録を作成 し

一方逐次刊行書の 目 録 を作成 し て い る 。

高等学校の旧蔵書は元の ま L であ る 1
工業専門 の 。 は元の ま L i 木館の 分
師範 の 。 は70%変更ずみ j

工学部 の グ は変更ずみ

薬学部は ， 文科系 の図書を除 き 90%変更ずみ ， こ れの 旧
蔵書の整理のために ， 昭和32年か ら ア ルバ イ ト を入れて ． 整

理に着手 ， 師範の分70% ま で、進行 し た。 しか し ． こ れ ら の

ア fレバ イ ト は素人であ り ， かつ司書は 日 常の仕事におわれ
勝ち な の で ． 今店の進行は一層むづか し く な る であ ろ う 。
8-2 日 常の仕事

大学の研究費が増加す る こ と に したがって ． 図書の受入
も 増加 し ． 受入整理に多 く の入手を必要 と す る 様に な る 。
しかる に入手は定員に し ば られて増加 し な し 、。 全国の大学

学
は臨時職員で、僅かに之れを補って い る 状態であ る 。

〔全国の国立大学区書館調査〕

年 度
図書館数

職員 専門職
他

非常勤

年間増加

和 書
洋 書

1 954 1 959 
72 72 

994(5
兼
0) 1 1 3 1  (2

策
70) 

6 1 1 ( 1 72) 469 ( 1 05) 

1 . 605 1 . 600 
SQ 2 1 2  

1 . 655 1 . 8 1 2  

438 . 000 455 , 260 
1 72 , 000 249 . 40 1  

1 . 545 

一一一一一一 0 .99倍

··· 1 .  1 0倍

6 1 0 .000 706 . 206 1 . 1 5倍

こ れを本学図書館でみ る と

年間増加 1 954 1 959 
本 館 4 . 796 6 . 794 1 . 4 
薬 学 261  501 1 .  9 
工 学 836 1 1  52 1 . 37 

5 . 893 8447 1 . 40 

すなわち ． 本学では ， 年間受入冊数は約40 9る増加 し てい
る 。 職員数はそれに く らべて . 1 名 減 と な っ て い る 。 更に

短期大学 に よ って一年1 000冊の 受入の増加があ る 。 逐次刊

行物の 受入整理を別に じ て ． 一人一年間の整理 能 力 は 約

800 冊を基準に考え る と ， 工学部 ． 本館は明かに労働過重

に陥ってい る 事に な る 。 こ のため ． 旧蔵書の整理が困難 と

な る だけでな く ， 図書館の積極的活動であ る 奉仕活動は （参

考相談を 中心 と した〉 夢に も 行 え ない事に な る 。

9 .  本学図書館の将来

現在本学図書館 と し て は ． 旧専門学校時代の図書の整備

大学初期の図書の整備 ， 印刷 目 録刊行等の事業を速かに実

施す る と 共に ， 少 く と も ， 工学 ， 理科 （物理 ， 地学 ． 生物

等） 文学． 美術 ． 経済を 中 心 し た社会科学 ． 哲学 ． 宗教 ．

倫理教育 ， 化学 ， 薬学の各分科図書室に専門の Referencer

を お き ， 本部に一般参考業務を行 う Referencer を お く よ
う にす る こ と が大切であ る 。 こ の事は現在の状況か ら 見 て
仲 々 困難な こ と であ る だ ろ う が ， 大学の研究を容易にする
ために大切な一つ の要素であ る。

こ の ために は ． 人員 の増加 と 職員の質的向上をはか ら な
ければな ら な い 。 即 ち現職員の質的向上を は か る と 共に大
学を卒業 し ， かつ図書館学在収得 し た人 を Referencer に
採用す る 事が必要であ る 。

更に今一つの問題に な る こ と は ， 各教官の室に分散 さ れ
て い る 図書の相互利用の問題であ る 。 こ の点薬学部は よ く
相互利用が行われてい る が ， 他の学部では ， 真剣に考えて
ほ し し 、 。

大学当局におかれて は ， 大学図書館の現状打開に積極的
な られん こ と を切望 し て や ま な し 、。 参考業務の詳細につい
て は ， 他 日 にゆづる こ と にす る 。 (35 . 1 .  1 1 ) 
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第 20 号 学

1 9  I I 82 . 600 1 58 . 300l 48. 700 l 34 , 800 I 28 , 800 
20 I I 84 . 5ool 59 . 900 1 50 . 3 oo l 35 . 9ool 29 . 800 
21  I I 86 . 4oo l 6 1  · 300 1 5 1 . 1oo i 3 7 .  ooo l 30 . 800 
22 I I 88 . 2001 62 . rno 1 53 . 1 00 1 38 . ooo l 3 1 . 800 
23 I I 9 0 .  ooo l 63 . 900 1 54 . 5oo l 3 9 .  ooo l 3 2 .  600 
24 I I I 65 . 1 00 1 55 . 7oo l 40 . 000 1 33 . 400 
25 I I I I 56 . 900 1 40 . 900 ! 34.  200 

6 I I I I 58 . 1 OOi 41 . 800 1 35. ooo 

8 I j I I 肌 1 001 札 6州 。

備考 （ー） こ の 表は ， 大学及び こ れに準ず る も ので人事院
の 指定す る も の に勤務す る 学 長 ， 教授 ， 助教援 ，
講師 ， 助手その他の教員で人事院規則で定め る も
のに適用 す る 。

（二） こ の表の 2 等扱の 1 9号俸か ら23号俸 ま で の 号俸
は ， 大学院を置 く 大学の教授で人事院規則で定め
る も の のみ に適用す る 。
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備考 こ の表は． 中学校， 小学校 ． 幼稚園及び こ れ ら に準
ず る も の で人事院 の指定す る も の に勤務す る 校長 ， 園長
養護教諭 ． 助教諭そ の 他の職員で人事院規則で定 め る も
の に適用す る 。
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次 に掲げる 事件は本学報〆切の直前に起 り ． ー ま ず一月
下旬に及ぶ も の で あ る 。 従っ て こ のー篇は一月 一 日 付の本
学報の特別追録 と い う べ き も の であ る 。 昭和36年の門出に
かか る 不詳 事を迎え た こ と は ， ま こ と に遺憾な こ と であ る
が ． こ の犠牲を貴い戒め と し て ． 新 し い 年を無事故で ， 平
和で ， 然か も 躍進 ， 登撃の年 と し て お く り ， こ れ等 6 人の

霊に報ゆ る こ と L し た い も のであ る 。

山岳部員六名 赤谷山で遭難

終戦後来 る 年 も 来 る 年 も 暖冬 と いわれなが ら過 し て来た
ので為 る が ， 旧 ろ う 29 日 あた り か ら 降 り だ し た雪は烈 し い
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報
時は一夜 に70 セ シ チ も 積 る と い ヲ状態で ， 小やみ も ない ま

ま 3 日 ま で続いた。 積雪は平野部で 1 米数1 0 セ ン チ ． と こ
ろ に よ って 2 米に も 及ぶ終戦の年か ら 1 5年振 り の大雪 と な

った。 こ れがため北陸 ， 上越 ． 信越の 各線は ダ イ ヤ を乱 し

列車の 停屯 1 00 時聞 を 越す と し 、 う 未曽有の混乱を生ぜし

めた。

こ の 大雪は ま ずこ本学に恩わ ざ る 一大事を惹起せ し めた。

それは 旧 ろ う 25 日 剣岳赤谷尾根に向かった工学部 3 年金森

広昭君を リ ー ダ ー と す る 1 2人の 本学山岳部員の う ち ， 経済

学部 3 年井伊広則君等 6 人 が赤谷山の 山頂付近で消息を絶

つ と い う 大学創設以来 の 事件で あ る 。

赤谷山は大窓小窓を経て ， 剣岳に尾根続き に つ な が る 標
高2285米の 山であって ． 早月 川 は源を こ こ に発 し て い る 、

かか る 気象の一大異変があ る と も 知 らない で一行1 2人は

25 日 出発馬場島に着 き ． 更に プ ナ ク ラ 谷出会にベ ー ス キ ャ

ン フ・を設けた。 そ し てお 日 か ら標高 1 . 600 米の地点に前進

キ ャ ン プ設営に と り かかった。 28 日 は全員赤谷山頂を き わ

めてそ の情況を観測 し ， 1 2人中 前記井伊君等 6 人は雪洞内

耐寒訓練のためそ の ま ま 山頂に居残 り ， 他の 6 人は前進 キ

ャ ン プに戻ったのであ る 。 雪洞に こ も った 6 人は30 目 前進

キ ャ ン プに戻 る 予定であったが ， そ の 日 になって か帯 ら な

い の で ， 前進 キ ャ ン プに待機 し て いた前記分離下山組の6

人の う ち3人が救援を求めて下山 こ れを 大学本部に知 ら し

たので、あ る 。 と き に 一月 元且で、あ った。 下山予定の30 日 は

前 日 来降 り 出 した雪がい よ い よ 大雪 と な った 日 であ り ， 山

頂の 猛吹雪は想像に余 り があ る 。 知 らせを受けた大学で、は

直ち に関係者の非常召集を行い ， おE援対策本部 を設けて応

急対策に乗 り 出 し た。 そ し て即刻救援 の 第一陣 （経 . 4 ， 古

田隆彦君 ら4人） を派遣 し たの 翌 2 日 には第2陣を ， 3 日 には

急報に接し 列車不通のため70 キ ロ に余る 雪道を踏破 して駆

け つ けた林教授を リ ｛ 〆 ー と す る 第 3 陣 4 人を ， そ して4

日 には山岳部員 （有沢体育教官引率） に よ る 第 4 陣を派遣
し た。 併 し 何れ も 4 日 ま で深雪 と 荒天 のため何等の手がか

り も 得 ら れなかった。 こ れ よ り 先上京の旅か ら よ う や く 帰

富 し た吉 田知事は ， 自衛隊に捜索 の た め ヘ リ コ プ タ ー の 出

動を求めた。 そ の 結果 5 日 正午噴大阪八尾第1 0航空隊所属

の 2 機の五福 グ ラ ウ ン ド の 飛来 と なった。 午後 1 時 と 3 時

の 2 固にわたって各約 1 時聞を費や し て空中か ら捜査を行

ったが ． 目 標付近に 2 . 3 人の捜索隊 ら し い者を見付けただ

け で ， め ざす遭難者 も 雪洞 ら し い も の も 発見出来なか った
こ の 2 機飛来のために 前 日 の 4 日 午後 と 5 日 の午前 ，

豆福地区勤務の 男女事務員の全員が着陸に便ず る ため雪の

踏み均 し のために出動協力 し た。 こ の 5 日 に こ れ と は別

に北陸電力山岳部員の 3 人が第 5 陣 と し て現場へ出動 し

て い る 。 と こ ろ が一方向 じ く こ の 日 丁度 ヘ リ コ プ タ ー の 雪
中 探索の行われて い る 噴の午後 1 時45分頃． 第 2 救援隊の

昭和36年 1 月 1 日

現場 と 思ぼ しい一帯を捜索の結果 ． 雪洞の眼跡 と 思われる 富
も の の近 く に雪に被われた 2 人の遺体 と 7 つ の遺品を発見 ー

し たo 併 し 一行は ピ ッ ケ ル だけの軽装備で、あ り ， 雪 も深 く l
山

それ以上の行動を許さ ぬ状態で、あったために ． 遺体の発 l 大

見だけに と どめ ． 所在を示す標織を残 し， 遺品だけを携え l 学

て引 き 返 さ ざ る を得なかった。 か く 2 人の死体確認か ら他

の 4 人の死亡 も 動かす こ と の出来ない事実 と なった以上 ，

ー ま づ捜索を打ち切って下山 ． 休養． 元気の 回復 と 食糧 ．

装備の補強 を ま って再び行動す る こ と と な った。 そ こ で こ 0 
れ ま で遂次出向 ， 各 キ ャ ン 7＂に屯 し て いた全員は ， それぞ E 号

れの拠点 を 引 き 掲け＼馬場島に集合の上 ， 1 0 日 全員下 山 ， タ
刻富山へ帰った。 そ し て午後 1 時か ら本部学生部長室に遺

族や新聞記者 ． それに学生部長や関係学生部長の 参集 を求

め連 日 の活動 と ， 心労のため消すいの 林山岳部長か ら こ れ

ま で、の捜索の経過についての報告を行った。 報告の あ と 林
山岳部長 よ り 危慎の念を も ちな が ら ． 注意のみでな く 進ん

で ， こ れをお し と どめ る ま で‘の勇気のなかった こ と につい
て の切 々 たる お詫びの こ と ばがあった。 こ の あ と 林部長を
中心に学生部長や関係学部長な どが今後の対策つい て 協議

の結果 ， 3 月 の雪解けを待たず ， 林教授を隊長に有沢 ． 石
黒の 2 体育教官 ， O B 3 人 ， それに佐伯文蔵氏 ら の ガ イ ド

1 5人計2 1 人で ， 第2回 の捜索隊を編成1 4 日 出 向 ， 約 1 0 日 間の

予定で捜査 と 遺体収容に着手す る こ と と なった。 そ し て一

行は 1 4 日 朝上市で集合同 日 夕刻馬場島に着いた。 か く て こ
こ を拠点に ベ ｛ ス キ ャ ン プ設営や天候待ちに 日 を過 し た。

20 日 宍候の回復 と と も に行動を起 し ， 佐伯富雄氏 （第一回
南極探検隊員） ら24人の隊員は雪を ラ ッ セ ル し なが ら頂上
に達 し ， 先に 2 遺体 を発見 した箇所を 約 3 時聞にわたって
授査 し たが ， 新雪が覆いかぶ さ り ． 積雪は推定 7 米に も 及
び ． 先につけた標式 も 雪に埋れて ． 確認の 2 遺体はお ろ か ，
他の 4 人 も発見す る に至 ら ず ． 空 し く ベ ー ス キ ャ ン プに引

き 返へ し た。 翌21 日 は午前7時か ら林隊長 ら 1 9人が ， ベ ー ス

キ ャ ン プか ら 山頂へ向 っ て捜索を開始 し た。 と こ ろ が こ の

と き な って漸々 山頂か ら40米離れ ， 1 0米ほ ど下った と こ ろ

に 3 米平方位の縦穴雪洞の あ と を堀 り 当てた。 そ し て こ の
中 に井伊 ， 角 ， 関の諸君 と 誰か判別のつかな い都合 4 人の

遺骸を発見 し た。 ま たそれか ら 1 0米ほ ど離れた と こ ろ で石

井君の 死体が発見 さ れた。 こ れで 5 人 と な る が ． も う 一人

は い ろ い ろ 手を尽 し て捜 したが ど う して も 見付か ら ず ， こ

れだけは断念他 日 の捜索に委かすの やむな き に至った。 一

同は心を残 し て上記 5 体を寝袋に納め ， 吹雪が作 り な し た

尾根の鋭角斜面を ． 危険 を犯 し て ベ ー ス キ ャ ン プに運び ，
こ こ にー ま づ収容 し て馬場島へ引 き 掲げた。 22 日 は天候待

ち と 休養に費や し . 23 日 はやま ぬ吹雪をつ いて早朝ベ ー ス

キ ャ ン プの死体収容に向い ， 午後 2 時過 ぎ ス ノ ー ボ ー ドで

運び下 ろ し た。 か く て 翌24 日 朝馬場島を 出発 ， 途中伊折 ，

イ中俣 ． 平田の両O B に . 28 日 遭難者 と 別れて前進 キ ャ ン プ ！ ：折戸の両部落通過の際は部落民あげての奉仕 と ， も て な し

へ下だった金森 藤井の 両君が加わっ て約30分にわたって ｜ を 受け上市稲村に着いた。 こ こ で大学か ら き し 向けた 自 動
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車に遺体を収め ． パ ス 2 台に捷索隊員が分乗 し て ． 午後4
時20分頃大学正門に着いた。 正門か ら 黒田講堂に至 る 雪道
に は学長や職員 ． 遺族 と その縁者 ． 学生それに新聞記者 ，
放送局員な ど数百名が堵列 し て こ れを迎えた。 こ の他附近
の人， 通 り 合せの人々 が正門付近の街道に幾重に も 重なっ
て 迎えたため ． 交通整理の警官が出動す る と い う 混雑を呈
した。 こ のE門を出発する 時の扱爽た る 姿 と 余 り に も 変 り
果てた傷 ま しい遺体は黒田講堂に安置さ れた。 学長は こ の
遺体の 一つ一つにユ リ ， カ ｛ ネ ｛ ジ ョ ン な どの花束を次 々
と 献 じた3 堂を埋め尽し た思師 ， 学友は こ れを と り ま き ．
ー と き の黙需 と H雪山賛歌μ の合唱を捧けYこ。 析か ら暮色
迫 り ， 堂内の電灯漸々 光 り を増す う ち ． 賛歌の メ ロ デ ー は
重 く 漂 う て ． 哀愁一入切な る も のがあった。 次 い で 林 捜
索隊長か ら 声涙 と も に下 る悔み と お詫びの辞が述べ られた
が ． こ こ に至っておえつの声がそ こ こ L に起った。 こ れに
対 し遺族を代表し て関清則君の父君清三氏が ， 捜索 と ． 収
容に活動 した人 々 に対す る感謝 と ． 関係方面にかけた心配
と ， そ して世間を掻 した こ と に対 す る お詫びの こ と ばがあ
っ て ． い よ い よ遺族への遺体引 き渡 しが行われた。

なお雪洞内で発 見 された判別の出来なかった遺体は ， 中
道君で、あった。 あ と 先になったが ． 遭難者の氏名 ． 所属，
親元を次の と お り 記 し て置 く 。

井 伊 弘 則 経済 ＇ 3 年 新湊市
関 清 則 工学， 3 年
中 道 紘 臣 工学＇ 2 年
鶴 居 宣 一 薬学＇ 3 年
角 泰 彦 文理. 2 年
石 井 俊 一 薬学 . 3 年

// 

金沢市
福野町
黒部市
神戸市

（末発見〉

次の一文は 1 月 24 日 地方新聞に発表 さ れた も のであ る。
新聞記事の再録は ど う か と 思われたが ， こ の事件の意味す
る も の をい ろ い ろ の立場 と 角度か ら ながめ ， っ き つめ ， 反
省 し ． 批判 し ， 或は叱 り ． 或は同情 した， 恩威かね備えた
こ の一文が ， 新聞 と と も に消え去る こ と が惜ま れたので ．
特に願って再録 し た も のである。

山 の 遭 難 と 学 生

ニ精神の甘さ と ひ弱 さこ

学生部長 大 島 文 雄

こ ん どの富山大学山岳部の赤谷山遭難事件については，
ま だ調査 と 検討 と 反省、が十分に行われていない こ と なので
こ の問題について も の を言 う 段階ではな し 、。 しか し ， こ の
事件を精神の問題 と し て ． 率直に感想を述べてみたい。

山への あ こ がれは ， こ の世の最 も 美 し き も のへの あ こ が
れであ る 。 それはただ感覚的な美 し さ だけではな く ， 精神
的な も の を含めた ， 崇高な美 し さ に対する あ こ がれであ る
地上の さ ま ざ ま な美 し さ を越えた ． 山の崇高美に強 く あ こ
がれる と い う こ と は ， 精神的な志向 と し ての意義を持ち ，
実感を も っ てい る 。

学
さ らに ． そ の美を き わ め る ために ， か らだをかけて山 と

取 り 組む と こ ろに情熱が注がれる 。 それは ， ただ眺めて楽
し む と い う よ う なな ま ぬ る い享来的な も ので、はな い。 それ
は体力の限 り をつ く し ， 生命をかけ て そ の美 と 取 り 組むの
であ る 。 人間の可能性を突 き つ め る と い う 実践の激 し さに
情熱がわ き たち ， その よ う な実践に よ って最高の美的享愛
を し よ う と す る のであ る 。

こ の よ う な実撲は ． 美的体験 と し て も ． も っ と も 根元的
な ， も っ と も 純粋な ． も っ と も 良心的な仕方であ る 。 そ う
し てそれは ， 単に美的享受のための も のではない。 し 、かに
生 き る べ きか と い う 問題をかかげて ， それにぶつかって行
く の であ る 。 生命がけの実践 ， それは最 も 充実 し た ， 最 も
緊張 し た生 き方を願 う ためであ る 。 そのために情熱が も え
る の で あ る 。

山岳部の諸君の ， 山に対す る 情熱は ． こ の よ う な性質の
も の と 考え る 。 赤谷山へ行 く 前 ， 私はその諸君 と 会った。
山岳部長か ら注意を与えて も ら う 機会で、あ る 。 彼 ら の面持
ちにあ る 輝 き と 引 き しま り 方に ， 私は美 し い も の を見た。
心配は心にあった。 し か し う れ しかった。

しか し遭難の結果か ら見れば ， こ れ ら若い人たちの心に
は ， 甘さ があった。 ひ弱 さ があった。 また独 り よ り が り の
心持がなかった と 言え よ う か。 登山 ． こ と に き び しい冬山
の登山については 天候を は じ め と し て ． さ ま ざ ま な条件
について ． 科学的な ． 綿密な考慮がな さ る べ き は言 う ま で
も ない。 その よ う な考慮は山登の実践上の大 き な興味で も
あ る 。 それをおろ そかに し た と は考え られない。

しか し ． 考慮、はあった と して も 経験が足 り なかったで、あ
ろ う 。 ま た考慮、はあ ったが ． 行動を制御する 静かな勇気に
欠けたのか も しれぬ。 私の想像的な見方か ら き めつけ る の
はす ま ないが． 結局は ． 考慮、 よ り も ， 意気 と か情熱が先走
って し ま ったのではなかろ う か。

あ る 人が ， と んな考えを私にのべ られた。 その科学的な
考慮、の中に ． 社会の迷惑 と い う こ と も 加え られねばな らぬ
西洋人の科学的な考え方の中には ， いつ も 社会 と い う こ と
があ る と 。 それは も っ と も な見解 と し て私は傾聴 した。

そ こ ま で考えれば ． こ ん ど の こ と は ， いや山の遭難事件
は一般に無謀のそ し り を ま ぬがれぬ こ と が多い と 思われる
現に こ ん ど、の事件κついて ， 私たちは ． 家族の人 々 の心痛
を毎 日 の よ う に 自 の前に見 ， 大学の内外 ， 世間の人 々 の非
常な心配 と 迷惑に 日 々 むかい合わねばな らなかった。

私は ， 彼 ら を責め てむち打つのに し のびない。 む しろ私
たち指導の立場にあ る 者の反省、のために言ってい る 。 そ し
て 世間一般の若い人たちに対す る忠告のために言っている
つ も り であ る。

科学的な考方 ， 人間 と 生命を尊重す る 精神 ， し っか り し
た個人主義精神 ， ま た社会 と 個人 と の関係につい ての観念
こ れ ら の も のは ， ま だ ま だ ， 日 本人が し っか り 身につける
こ と の 出来な い も の であ る 。 こ と に ． 日 本の青年は観念的
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な埋想に走 り ． 意気や情熱にみずか ら甘え て独善的にな る ｜
傾向は ， 十分に指摘で き る も の が あ る 。 そ し て 強 じ ん性が

な く て ， 意外にひ弱 く も ろ し 、。 学生の政治運動に も こ れ ら

の傾向があ らわれ． 戦時中の特攻精神は ， それが利用 さ れ

た も のだ と 言って も いい。 私たちは青年の情熱を無条件に

たたえ て い る わけにはいかな いのであ る 。

戦後， 苦い人たちが人間の生命を粗末に考え す ぎ る こ と
が問題 と な っ て い る 。 教養のひ く い ． ま た境遇の不幸な人
たちが ． 生命をお ろ そかに し ， わけ も な く 殺人をする と い
う 傾向であ る 。

それを山岳部の遭難 と 比べ る のは も と よ り 酷で も あ り ．

当 を失 し で も い る 。 一方は虚無的で退廃的で無思慮であ る
一方は高い も の にあ こ がれ ， 美 し く 充実 し た生 き 方を求め

て ． その情熱を登山にたた き こ んだ。 志向 と い う 点では ．

正に両極端であ る 。

しか し な な が ら 結果か ら 見 て ， 生命を お ろ そかに し ， ま

た意気や ， パ ッ シ ヨ ン や ム ー ド で動いた と い う こ と ， そ う

い う 見方がで き る と すれば ． 精神の甘さ と ひ 弱 き に ， 両者

ーす じのつなが り がない と い え よ う か。

私は率直に こ の考えを述べて ． 世の青年諸君の考慮に資

した い の であ る 。
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